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令和２年大崎上島町議会（第２回）定例会会議録（第１号） 

 

１ 令和２年６月９日大崎上島町議会定例会が大崎上島町役場に招集された。 

２ 出席した議員は次のとおりである。        

   １番  尾 尻 康 二             ２番  越 田 賢 一 

   ３番  閑 田 大 祐             ４番  浜 田 明 利 

   ５番  水 橋 直 行             ６番  森 若   巌 

   ７番  浜 田 幸 造             ９番  渡 辺 年 範 

  １０番  道 林 清 隆            １１番  上青木   至 

  １２番  信 谷 俊 樹 

３ 欠席した議員は次のとおりである。 

   ８番  前 田   太 

４ 会議録署名議員は次のとおりである。 

   ５番  水 橋 直 行             ６番  森 若   巌 

５ 職務のため会議に出席した職員は次のとおりである。 

   議会事務局長  川 野 義 彦     書    記  亀 井 成 美 

６ 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者は次のとおりである。 

   町    長  高 田 幸 典     副  町  長  望 月 邦 彦 

   教  育  長  西 田 光 也     総務企画課長  山 本 秀 樹 

   住 民 課 長  柿 本 賢 士     会 計 課 長  石 田 修 次 

   福 祉 課 長  池 田 真 二     保健衛生課長  竹 下 良 二 

   地域経営課長  坂 田   誠     建 設 課 長  藤 原 通 伸 

   上下水道課長  河 田 昭 司     教 育 課 長  有 田 芳 徳 

７ 議事日程及び付議事件は次のとおりである。        

   第１        会議録署名議員の指名について 

   第２        会期の決定について 

   第３        諸般の報告について 

   第４        一般質問 

８ 会議の経過は次のとおりである。 

            午前９時００分 開会 
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○議長（信谷俊樹君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１１名です。定足数に達していますので、これより令和２年第２

回大崎上島町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元にお配りしたとおりです。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、議長において水橋直

行議員、森若 巌議員を指名いたします。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から６月１５日までの７日間にしたいと思います。これにご異

議ございませんか。 

            〔「異議なし」〕 

○議長（信谷俊樹君） 異議なしと認めます。したがって、会期は７日間に決定いたしま

した。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

 地方自治法第２３５条の２項第３項の規定により、令和２年２月から令和２年４月の例

月出納検査の結果報告書が提出されています。 

 朗読は省略して、報告を終わります。 

○議長（信谷俊樹君） 日程第４、一般質問を行います。 

 一般質問は、お手元にお配りしたとおりの通告順にいたします。 

 質問時間は１人１時間以内とし、関連質問は認めないことになっております。 

 それでは、上青木 至議員の発言を許します。 

○１１番（上青木 至君） おはようございます。 

 本日は３件ほどございます。まず、マスクはして発言させてもらったほうがいいです

か、それとも外してもいいですか。 

○議長（信谷俊樹君） いや、なるべくしてください。 

○１１番（上青木 至君） どちらがいいですか。 

○議長（信谷俊樹君） なるべくしてください。 

○１１番（上青木 至君） はい。 
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○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） それでは最初に、第１問目、町長にお伺いします。 

 今回、大崎上島町土砂災害・高潮ハザードマップということで全戸配布されております

けれども、このハザードマップについて少々お聞きしたいと思います。 

 大崎上島町土砂災害・高潮ハザードマップは、ことし３月に作成し、町民に配付されて

おります。これは水防法に基づき、大雨により対象となる河川が氾濫した場合等に住民の

皆さんが敏速に避難できるよう洪水ハザードマップを作成しております。 

 対象となる河川は、河川管理者、国及び県において国民経済上重大な損害を生ずるおそ

れがあるもの、または相当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定された河川です。

全ての河川を対象としたものではありません。そして、洪水ハザードマップには、各人が

水害リスクを確認するため必要な一定の条件のもと、対象となる河川が氾濫した場合に想

定される浸水区域や浸水の深さを示した図に、各人が危険な区域からの避難を検討するた

めに必要な防災情報の入手方法、避難場所、避難時に危険な箇所等を掲載しております。 

 広島県では、土砂災害防止法に基づき、土砂災害警戒区域及び特別警戒区域――以下、

土砂災害警戒区域等にということで――を指定しております。土砂災害警戒区域等は土砂

災害のおそれがある渓流や斜面の地形や土地利用状況などについて、基礎調査を昨年まで

に行い、その結果をもとに被害のおそれのある区域と指定したものが今回のハザードマッ

プに記載されております。避難行動を呼びかける警戒レベル１から５まで記載しておりま

す。 

 一昨年の大雨のとき、避難箇所である向山集会所は、ポンプの故障のため入り口まで浸

水し、住民は一時避難したものの中電の体育館に移動しました。その他、原下地区、垂水

地区、大串地区、片浜地区は浸水をいたしました。こうした教訓をもとに地図は作成した

のか。２年前に公開した向山のポンプは、砂をかんで正常に作動しないと、ポンプの操作

や故障等を考えて地図をつくるべきではないでしょうか。前回、避難すべき地名を忘れて

放送しなかったところもございます。こういったことの不備のないようにすべきではない

かと。 

 また、地震の津波ハザードマップは、ホームページに記載されておりますけれども、町

民は何枚もハザードマップをもらって、若い人はいいです、高齢化していくと何枚ももら

ってもどう解釈していいかわからないという。できれば、１枚のハザードマップに高潮、

津波、土砂災害と、できればそういったものを記載してもらえないかという住民の声もご
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ざいます。そう思いましたので、私はこのホームページに記載されているが、土砂災害と

あわせて記載すべきではという質問をさせていただきました。これについてお答えくださ

い。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 上青木議員の質問にお答えします。 

 ３月に各戸配布の土砂災害・高潮ハザードマップは、広島県が土砂災害防止法に基づく

基礎調査を県内全市町で実施し、本町では小学校区を単位とし、３地区に分け、平成２７

年度から平成３０年度までの３年間で調査しております。この基礎調査結果に基づき、本

町でも新たに土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域が指定されましたので、これを

反映した土砂災害のハザードマップを更新し、町内全世帯に配付したものです。 

 ポンプの操作や故障等を考えて地図をつくるべきではないかについては、町では平成３

０年７月豪雨災害により浸水した区域は把握しておりますが、この浸水区域を基準とした

地図を作成し、町民の皆様に配付することは、平成３０年７月豪雨を上回る災害発生時に

おいて、避難の判断等におくれを生じると考えられることから作成しておりません。それ

にかわる地図として、津波・ハザードマップの利用を町民の皆様に周知してまいりたいと

考えております。 

 津波・ハザードマップでは、低地の区域は浸水区域表示となっておりますので、仮に排

水ポンプの操作や故障等があった場合にどのくらいの影響範囲があるか確認できる地図と

なっております。 

 平成３０年７月豪雨災害時に、避難すべき地名が放送されなかったとのことにつきまし

ては、避難指示対象の区域を詳細に伝達するため、班単位で発令しようとしたためにうま

く伝達ができなかったと考えており、今後は常日ごろから避難想定区域の範囲等を把握し

ていき、迅速かつ正確な情報を伝達できるよう対応いたします。 

 また、津波・地震のハザードマップは、ホームページに記載しているが、土砂災害とあ

わせて記載すべきではについては、６月１日から土砂災害・高潮ハザードマップについて

も町ホームページにてウエブ版ハザードマップ及び従来版のハザードマップ、いずれも閲

覧可能となっております。また、できれば１枚にという意見でございましたが、そのこと

についても検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 
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○１１番（上青木 至君） ただいま総務企画課長のほうから、どこにどういう被害が起

きたか把握しておるお答えがありましたけれども、これ全部把握されておりますか。どこ

にどういう被害が起きたっていうのは把握されておりますか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 把握しております。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） では、その災害が起きた箇所、いまだに、どことは言わんで

もわかると思うんですが、復旧されてない、土砂も撤去されてないっていう場所がありま

すけれども、それも把握されておりますか。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 土砂の撤去についてですけれども、現在土砂の撤去が完了し

ているのは、生活に支障があるところっていうふうな認識でございます。急傾斜地とか畑

地、また一般の山ではもう復旧を断念しているところもございますし、畑地ではこれから

復旧するとこも、まだ復旧ができてないところもございますので、必要なところは今年度

も引き続き撤去の予定として工事をしていきますので、ご理解をお願いします。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 総務企画課長、あなたは全部把握しておりますと言われまし

たけども、横の連携がとれてないです。そうでしょう。建設課長が手を挙げて今説明して

くれましたけれども、それ以前に総務企画課長のほうで把握して、実はこうこうですと、

こういったところは今後取り組んでまいりますとか。建設課長が言われましたけれども、

生活する上で必要な箇所は随時完成しておりますとか、撤去しておりますとかという説明

が総務企画課長の口から聞きたかったです。ということです。 

 ですから、把握してください。把握してると言った以上は答えてください、ぴしゃっ

と。 

○総務企画課長（山本秀樹君） はい、済いません。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） それでは、これ今回が最後にしたいんです。というのは、本

郷川の問題、各ポンプ所の問題、もう議会があるごとにこの問題を再々言ってますけれど

も、町民の方から、あんたら本当に議会だより見たらああしますこうしますと、役場のほ

うからは対応します、ああしますこうしますと言ってますけれども、あんたらも同じ質問
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しよると。で、一向に改善されんと。あんたら仕事してないときのう言われました。頭を

一回丸めてこいと。議長、丸めますか、みんなが。 

○議長（信谷俊樹君） 個人のところの分は、個人で丸めてください。 

○１１番（上青木 至君） まず、私が丸めますんで。それ、ええ思うたらみんなでやり

ましょう。 

 それでは、ちょっと質問させてもらいます。 

 ２年前の大雨のときは、排水ポンプ運転について、ポンプの運転は適正だったのか。議

会答弁はいただきましたけども、今でも適正だったと、議会答弁されましたけれども、今

でもそう思っていらっしゃいますか、建設課長。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） ２年前の豪雨については、雨量が想定以上ということで、浸

水したことについてはおわび申し上げます。 

 ただ、今質問のあったポンプの運転については、停電等あった場合の対応策もできてお

りますし、ポンプの運転も回っていたという認識でございます。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 結構なまた答弁をいただきましたけども、これから質問する

ことで、これは関連しますけども、適正な対応だったと、そういう対応はしてませんと、

適正ではなかったという回答は、まずしたくもないしせんと思います。でも、これを言い

ますと、どういう答えが返ってくるか楽しみなんで、質問させてもらいます。 

 ２年前、垂水地区では、住民が６月１３日現在の推移は１メーター５０センチくらいに

なり、畑に水が入り、慌ててポンプを始動しているかどうか見ると、運転してなくて慌て

て管理人を探しましたと。当分して運転が始まったと言ってる。これは地元の人からの発

言でした。この事実を把握していたんでしょうか。また、ポンプの運用時間は把握したの

か、運転開始時間の水位はどうだったのか、また住民が樋門を開放してほしいと言った

が、なぜ開放しなかったのか。笹ヶ浜では大潮だったけれども開放し、１０センチぐらい

水位を下げました。そういった現実があるわけですが、この件についてお聞きします。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） 垂水排水機場について、私の知ってる範囲で説明させていただ

きます。 
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 垂水の排水機場につきましては、ポンプは自動運転ですし、事前に水位等を下げる、ま

た通常以上の雨量が想定されておりましたので、他の仮設の排水ポンプも整備いたしまし

て排水作業を行っておりまして、ポンプがとまったということはありません。水位が下が

るまで２４時間運転をしておりました。 

 それから、樋門のほうも内側の水位と外側の水位を見比べながら、出せると判断した時

点で開放しております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） であれば、なぜ垂水の住宅、浸水したんですか。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） 町内に４カ所ある排水機場の中でも、垂水地区の地盤の高さが

一番低いところにございますので、なかなか水位が下がらなかったのと、先ほど建設課長

も申しましたが、そのときの雨量が通常の想定を超える雨量だったというふうに捉えてお

ります。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） そのことに対して、想定外想定外とかなり言われますけど

も、その想定外が起きたときに、行政としてまずこれが適正であっただろうっていう対応

をされましたか。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） その当時のポンプ等の排水能力の中で、できる限りの対応をし

たと考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） それでは、これは言いたくないんです。もう２年も前のこと

ですから言いたくないんですが、今回を最後にしたいと思いますので、発言させてもらい

ます。 

 本来は、２年前のことなので余り言いたくはございませんが、廣田は停電により、笹ヶ

浜はまた空気圧を上げる準備をしてなかったために稼働がおくれ、かなりの水位上昇に至

ったというふうに思いますけれども、それぞれのマニュアルっていうものはつくっていら

っしゃいますか、つくってませんか。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 
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○副町長（望月邦彦君） 垂水排水機場につきましては作成しておりますが、笹ヶ浜、廣

田については建設課のほうから答弁させます。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） ３０年度当時で申しますと、運転の仕方、また管理者の順位

についてはマニュアルを作成しておりました。ただ、その３０年のことを教訓に、そのマ

ニュアルに追加をして、今度は水位の監視システムをつけると、それから通報システムを

追加するという作業をしております。その辺の水位の上昇を見ながら、幾らの水位になっ

たら運転を開始、とめる、また雨量についても今県のＸＲＡＩＮというのがございまし

て、これからどのくらいの雨が降るのかというような情報も入ってくるということですの

で、その辺も活用しながら、雨量をよく見て対処していくようなマニュアルを更新してい

きたいと考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 笹ヶ浜あたりは、今回ポンプも更新し、また管理者も変更さ

れました。そのことによって、電話をかけても電話に出ないとか、つながらんかったから

対応のしようがなかったとかっていうのを今回耳にしたんですけれども、やはりマニュア

ルをつくってあげて、また行政側も建設課と地域経営課、双方に樋門の担当、ポンプの担

当、これも前回も話をさせてもらいましたけども、１つの課で管理をすることができない

のか。２つの課で管理をする。おまえのところは樋門の係だ、うちはポンプの係だと、管

理をする人も迷うんです。とっさの場合にいろんなところから声がかかります。地域経営

課のほうからは、担当じゃないんじゃけども、とっさの場合には言わんでいいことも言

う、ほいで聞かんでめえことも聞かにゃあいかんって、そういったことがあるんで、今後

１つの課で管理をするというのは、考えはございませんか。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） 上青木議員のおっしゃられるように、１つの箇所で管理すると

いうのは理想的な話でございまして、今垂水の排水機場、また笹ヶ浜、それから廣田の排

水機場の機械等を更新しておりましたので、それぞれの主管課で今現在は管理させており

ますが、統一的な管理ができるように検討してまいります。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 大変いいことを言われましたけれども、ええことじゃってい

うんで、喉元過ぎれは何とかにならんように、いい案であればぜひこれを実現して、１本
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の電話でポンプも樋門も同時に対応できる、動くことができるというふうに改善していた

だいたらと思います。 

 そして、これもう一点聞きたいんですが、大串地区に３台ございますけれども、当時１

台はオーバーホール中だったと。これを聞いて、じゃあそのときに対応をどうされたの

か、それもちょっとお聞きしたいんですが。 

○議長（信谷俊樹君） 教育課長。 

○教育課長（有田芳徳君） 教育課の有田です。平成３０年当時、総務企画課で大串干拓

地の排水機場を管理していた者です。 

 上青木議員がおっしゃられますように、大串地区には７００ミリ、５００ミリ、３００

ミリのポンプがございました。ちょうどその３０年７月の以前、３０年３月に７００ミリ

のポンプが竣工をしました。完全リニューアル更新をして、自動で運転を開始できるよう

な形にしておりました。 

 ７月６日、７日の豪雨によりまして、大串排水機場のポンプ小屋、これは町内に垂水、

廣田、笹ヶ浜といろいろ排水機場がございますけれども、大串排水機場は一番その水位が

低い位置にございました。７００ミリのポンプが稼働してたわけなんですけれども、水位

の上昇、なおかつ入相新開側の排水を確保するために、大串干拓と入相新開の間の中の樋

門、小さな樋門があるんですけれども、それを開放して入相新開側の排水も干拓の排水機

で強制排水しようということで、そういった取り組みをした結果、想定外という言葉は使

いたくないんですけれども、能力以上の排水があったということで、７００ミリのポンプ

がダウンをいたしました。ポンプというよりエンジンなんですけれども。３００、１つで

やってたわけなんですが、ちょうど５００ミリについては、出水期に入っていたわけなん

ですけれども、オーバーホールといいまして、メカニカルシールの取りかえを行う予定で

６日の段階で分解をしておりました。これは当初、もう少し早いタイミングで行う予定だ

ったんですけれども、部材の納入がおくれた関係でずれてしまいました。 

 その関係で、５００のポンプが正常な状態であれば、前回の７月の被害が回避できたと

は、これは思っておりませんけれども、浸水の高さというか、そういったものは被害の軽

減にはなったかと思うんですけれども、実際５００が回っていたから浸水がないとか、被

害がないということにはならなかったかと思います。今の５００が正常運転できなかった

部分につきましては、これはもう結果論になりますけれども、大きな反省点というふうに

受けとめております。 
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 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 課長のほうから説明がありましたけれども、この大雨になる

までに何かしようと、そのポンプを急遽稼働できるようにしようという気はありました

か、ありませんでした。 

○議長（信谷俊樹君） 教育課長。 

○教育課長（有田芳徳君） 大雨を想定をして、早目に更新の作業をしかけたところでし

た。それが７月３日、４日ぐらいのタイミングだったと思うんですけれども、その直後に

例の６日、７日の大雨が来たという結果となりました。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 何かをしようという気があったのはわかりました。もう時間

がないので、そういう気持ちがあったというのは確認できましたので、今後急に大雨がば

っと一遍に来るわけでもないし、雨がどんどん強くなって、予報もありますし、早く対応

をこれからはできると思いますんで、一遍に上からバケツを持ってぶちかけられるわけで

もございませんので、こういうことのないようにしていただきたい。 

 次に、本郷分水路では十数年前、分水路にごみがつまり、本郷川の多くの水が畑に流れ

ました。この現場の写真を添えて改善を要望したが、役場には書類がありますか。また、

４年前本郷地区の人が同じことを役場に伝えておりますけれども、この事項を承知してお

りますか。そして２年前、大雨のとき、原下地区に流れましたが、承知しておりますか。

現地調査をしたのか、役場の体制はどうなっているのか、書類はどのようになっているの

か、お聞きしたいと思います。時間がございませんので、短目に詳しく答弁をお願いしま

す。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 上青木議員の質問にお答えします。 

 本郷川分水の件ですけれども、４年前以前の書類については、私ですけれども、私自身

で確認ができておりません。それから、２年前の豪雨災害のときに本郷川分水のゲートか

ら越流したという事実については、聞き取りによって確認をし、それまでに対応ができて

なかったということについては、スクリーンの目が１５センチなんですけれども、人が落

ちた場合に下流へ流されないというスクリーンというふうに聞いております。その人命の
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大切さからスクリーンの目をあけることはできないという判断から、スクリーンの目をあ

けてなかったというふうに申し送りを受けております。 

 そして、２年前の豪雨のときにやはり越流があったということで、越流の改善点とし

て、このたびスクリーンについて検討しました。その結果、道路側は危険であるので、目

を大きくすることは難しいということで、町道から離れたほうについて、今スクリーンの

目を３０センチにあけているところです。さらにあけるのかどうか、今検証をしていると

ころです。ご理解をお願いします。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） そういう災害が起きたときに、文書的に残しておられます

か。ここにこういう災害が起きたと、こういう対応をしたと、ここはこういうふうに改善

すべきであろうというのは文書化されておりますか、されてませんか。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 災害のときに大半は残っているものと認識しております。 

 ただ、今言った４年以上前のそのときの明確に書いた文章がなかったというふうに記憶

しております。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） じゃあ、４年前ぐらいから以降は残ってるってことですね。

それ以前は、はっきり言って職務怠慢です。やはり、どこがどういう災害が起きていた、

どういう対応をするべきだと、ここまでは対応できたと、以後は改善、対応を随時やって

いこうとか、そういうふうに書類にして文書化して残すべきではないでしょうか。これ最

後にお聞かせください。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） 上青木議員がおっしゃられるように、災害の程度によって後世

に残すもの、そうでないものを判別しながら整理を行っていきたいと考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） ありがとうございます。 

 時間も迫っておりますので、ちょっと早目に行きます。 

 議会質問後、本郷分水路の鉄格子は１０センチ間隔で約４０メートルありますが、８メ

ートルの間、縦棒を切断しました。その後、原下地区の住民説明会で、それで水害は防げ

るのかという質問に対して、大丈夫です、オーケーですというふうな回答をされておりま
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すけれども、その回答した後にさらに１０センチ切断しております。つまり、先ほど建設

課長が言われましたけれども、すき間が今３０センチあいております。 

 ところが、議会の答弁では、議員に対して答弁されたことと住民要望に対する回答と違

いが生じてると。これは事実なんですか。議会の議員の説明、議員をはっきり言ってばか

にしてるんですか。ここではこう言う、地域住民の説明会ではこう言う、答えが２つも３

つもあったらおかしいでしょう。それと、せめて議員に答弁した数字と違うんであれば事

前に、改修する前に、こういうふうに言ってましたけれども、実際はこういう間隔であけ

ますと、変更しますという説明があってもいいんではないかと思います。 

 そして、レモン団地の盛り土、当初は議員に対しては４０センチというような説明があ

ったと思います。ところが、地元住民の説明会では６０センチ、これもおかしい話なんで

す。ここでは４０センチ、住民の説明会では６０センチ、二通りやるんですか。その辺も

お聞きしたいと思います。早目にお願いします。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 今言うスクリーンの間隔の話ですけれども、再度確認をいた

しますけれども、私の説明は１５センチ間隔のスクリーンの間を１本抜いて３０センチに

するというふうに説明をしております。その１０センチというのがどこから出たのか私に

はわかりませんので、その辺はまた上青木さんのほうで確認をしていただきたいと考えて

おります。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） それと、分水路にどのような物体が流れてるか、また高さ、

幅、どのぐらい蓄積しているのかご存じですか。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 分水路のごみですけれども、通常は水草程度なんですけれど

も、豪雨のときに関しては、通常流れてこない肥料袋とかいろいろな物が流されてスクリ

ーンに張りついているというふうに認識しております。 

 ただ、そのごみの処理もありますので、ごみの処理体制についても再度見直しをしてお

りますので、ご理解をお願いします。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 本郷川の越流対策について、流入ごみの撤去に体制を強化し

ます、原下区長に回答しておられますけれども、具体的に誰がどのような方法でどうやっ



- 13 - 

て撤去されるのか。また、あのような大雨の濁流の中で、作業はかなり困難に思いますけ

れども、クレーン車を使ってやるのか、ゴムボートで乗って作業されるのか、大雨のとき

にあそこへ行ってみますと渦を巻いております。ああいった場所で作業ができるわけない

んです。死にに行くようなもんです。それをやられるのか、どういった方法で対処するの

か、お聞かせ願いたい。もしできるって言うんであれば、口頭でなくして一筆書いてくだ

さい。印鑑まで押してもらわんでもいいから。 

 分水路建設に、広島県は分水路清掃時以外、本郷の水を絶対に流さないと、原下川には

流さないと、川のほうには流さないと言っておられますけれども、実際に流れました。流

れております。この点についてお聞かせください。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員、ちょっと言いますけども、上青木議員の質問の中に

はそういうことは１つも何もないんですけども……。 

○１１番（上青木 至君） はい、いいですか。 

○議長（信谷俊樹君） 最後だと言うんで聞いとんですけども、まとめてください。 

○１１番（上青木 至君） これは関連ないですか。 

○議長（信谷俊樹君） いや、関連質問はだめだというふうに先ほど言いましたけども。 

○１１番（上青木 至君） いや、関連ととるか。 

○議長（信谷俊樹君） じゃけん、出してもろうとるんならそれはそれでいいんですけど

も、途中から言って、ほかの人が意味がわからんと思うて。そこだけ特化せんことを、さ

っと重点だけを……。 

○１１番（上青木 至君） 意味がわかりませんか。 

○議長（信谷俊樹君） 聞いてください。 

○１１番（上青木 至君） わかりません、わかります。解釈できますか、できません

か。 

○議長（信谷俊樹君） 町長、答えてください。 

○１１番（上青木 至君） 町長、理解できんって言うんだったら理解できませんって言

ってください。できるんであればできると。 

○町長（高田幸典君） いいえ、担当課が答えます。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 今言う、最初に質問があった……。 

○１１番（上青木 至君） 理解できるんですか。 
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○議長（信谷俊樹君） ちょっと待って。順番に行きます。 

○建設課長（藤原通伸君） 上青木議員の質問の意図は十分理解しております。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 質問の意図は理解できるっていうことなので、理解されると

解釈しましたので、質問いたします。先ほど言ったこと、どうですか。一筆書いていただ

けますか。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 内容については、精査しなきゃあいけないところが多分にあ

ると考えております。そして、その掃除の仕方ですけれども、今人力で考えております。

上青木議員の解釈では非常に危険というふうな解釈ですけれども、水位が一気に足場にま

で上がると考えておりませんので、人力で清掃すると、できるというふうに考えておりま

す。 

○議長（信谷俊樹君） 町長。 

○町長（高田幸典君） 分水のこの詰まった物の除去については、人命を第一に考えなが

ら、できる範囲で努力をするということでご理解をいただきたいと思います。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 町長じきじきに答弁をいただきましてありがとうございま

す。 

 先ほども言いましたけれども、ぜひ各ポンプ所のマニュアルをつくってください。非常

時には、まずこうでああだっていうマニュアルをつくってやってください。管理人も交代

しておりますので、スイッチを入れたらポンプが動く。ところが、あるポンプ所では回転

数がこれ以上上がらんと。いや、上がらんのかと聞いたら上がらんのじゃと。そういうポ

ンプを据えたわけではないと思うんですが、その辺もマニュアルをつくってやって、回転

が上がらんのであれば何十分か、１時間、２時間前からスイッチを入れれば対応できると

思いますので、今後そういったことのないように。 

 そして、これポンプ所とか樋門に監視カメラがございますか。これをお聞きしたいんで

すが。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 今年度設置予定で、今実施中です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 
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○１１番（上青木 至君） これで全部つくわけですか。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 監視カメラについては、ポンプ所については水位の水位計測

データがありますので、カメラをつけないところもございます。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 監視カメラでございますけれども、垂水そして大串が２

カ所、本郷分水路へ設置済みでございます。 

○１１番（上青木 至君） 大串と。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 大串が２カ所、垂水、本郷です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 今、総務企画課長のほうから大串、垂水、本郷にそれぞれ設

置しておるという説明がございましたけれども、じゃあ建設課長のほうから先ほども、あ

と廣田、笹ヶ浜、そういったふうに設置をされるっていうふうに解釈していいでしょう

か。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） ポンプ場については、水位の監視システムがございますの

で、それで代用できると考えております。また、担当者を決めておりますので、非常時に

は担当者が出向くこととして考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） それと、ポンプメーカーの人が言ってるんですが、海水が入

るために１週間に１回ぐらいはエンジンを動かすべきではないだろうか、動かしたほうが

いいですよということを聞いたんですが、その点はどう解釈されてますか。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 管理委託者と協議をして、今１カ月に１回の点検ということ

で契約しておりますけれども、そこはもう一度検討いたします。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） メーカーの人が言われるんですんで、その辺をメーカーと協

議して、今、月に１回という答えがありましたけれども、週に１回ぐらいはエンジンを動

かしたほうがええんじゃないかというふうに言われるんで、そこら辺はメーカーと今後話

をして、どうするべきかいい方向にやっていただけたらと思います。 
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 それと、前回の反省はどうなったのか、どう生かすべきか、考えるべきか、二度と住民

に被害を起こさせないっていうのがあるんですが、東原下、原下、向山、木江会館、こう

いった場所、浸水をした箇所でございますけれども、こういった場所、どのように担当課

としてお考えかお聞かせください。これ最後になります。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 前回の災害等を鑑み、状況に応じて素早く迅速に判断

し、避難等を呼びかけ、対応をしてまいりたいと考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 総務企画課長、よろしくお願いします。 

 これで１問目の質問を終わります。 

 続きまして、緊急事態宣言解除ということを受けまして、対応を今しておりますけれど

も、３月から緊急事態発令を受けて、町内の業者への国の補助金申請状況、また業務形態

等の聞き取りは行っているのか。２波が起きたとき、町としての補助金は考えておられる

のか。そして、小・中、高のコロナ対策をどのようにしていくのか。長い間休業している

が、今後の授業、行事、心のケア等はどのようにするのか、そして保護者への説明をされ

ているのか、またしたのか、するのか、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長（信谷俊樹君） 地域経営課長。 

○地域経営課長（坂田 誠君） 上青木議員の、緊急事態発令を受け、国の補助金申請状

況の聞き取りについてお答えします。 

 新型コロナ感染症拡大により影響を受けた事業者に対し、さまざまな国の補助事業が実

施されています。本町においても、新型コロナの感染拡大による経済活動の自粛は大きな

影響をもたらしております。特に、宿泊、飲食、交通の事業所の売り上げは大幅に悪化し

ていると思われます。 

 ご質問のあった、国への補助金申請の状況についてですが、町から町内業者への聞き取

り調査を行ってはいませんが、業者からの問い合わせや相談があった場合には、制度説明

を行い、申請書類を渡しております。また、商工会においては、国が実施する各制度の説

明書類を対象者に送付し、相談窓口を設置して対応しております。 

 次に、第２波が起きたとき、町としての補助金を考えているかの質問ですが、第２波の

状況や国、県の打ち出す施策を考慮しながら検討してまいります。これからも商工会、金

融機関と連携をとりながら、補助金制度の対応をしてまいります。 



- 17 - 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 補助金申請の件なんですけれども、マスコミあたりというか

テレビを見ておりますと、申請にいったわ、なかなか申請が難しいと、やねこいから結局

諦めてやめたっていうふうに皆さん解釈されておると思うんですが、この大崎上島町にお

いてどうだったですか。そういう案件はございませんか。 

○議長（信谷俊樹君） 地域経営課長。 

○地域経営課長（坂田 誠君） 商工会のほうにはたくさんのお問い合わせがありまし

た。パソコンでインターネットで申請するものに対しては、なかなかインターネットにな

れてない業者さんもいらっしゃったので、商工会のほうで説明、申請の仕方を丁寧に説明

していただいている状況にあります。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 補助金申請の件はいいですけれども、その後の学校関係、お

答え願えますか。 

○議長（信谷俊樹君） 教育課長。 

○教育課長（有田芳徳君） それでは、質問１点目の小・中学校のコロナ対策をどのよう

にしていくのかにつきまして、ご説明をいたします。 

 ６月１日から学校再開に当たり、去る５月２２日付で文部科学省から学校における新型

コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル、学校の新しい生活様式について、こ

れが示されております。これらを参考に、可能な限り感染拡大のリスクを低減させなが

ら、教育活動を再開するよう各学校に通知をしたところであります。 

 具体的な対策としましては、まず感染症を絶つために家庭と連携した毎朝の検温及び風

邪症状の確認等、健康観察を徹底をしてまいります。次に、感染経路を絶つために、手洗

い、せきエチケット、アルコール消毒の実施等、基本的な感染症対策を確実に行ってまい

ります。また、集団感染のリスクへの対応としまして、スクールバスを初めとしたフィジ

カルディスタンスの確保や教室内の換気の徹底等、３つの密を徹底的に回避をしてまいり

ます。 

 ご質問２点目の、今後の授業、行事、心のケアにつきましては、授業は６月１日の学校

再開以降、教室内の３密を回避しながら通常の内容で実施をしているところです。ただ

し、中学校につきましては１クラスの生徒数が多く、３密の回避が困難なため、当分の間
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１クラスを２つのグループ展開として少人数で授業を行っていくこととしております。今

後の学校行事につきましては、見直しや重点化等を検討しながら、児童・生徒の心のケア

につきましては、学級担任及び養護教諭によるきめ細やかな観察や個別の面談により症状

把握に努め、必要に応じてスクールカウンセラー等専門機関ともつなぐなどして対応をし

てまいりたいと考えております。 

 こうした取り組みにつきましては、各校のホームページ、各種通知で積極的に発信をし

て、保護者の皆様方の不安に答えてまいりたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 心のケアであるとか行事はいいですけれども、授業について

テレビ、新聞でも盛んに報道されましたけれども、夏休みの短縮とかされると。この大崎

上島中学校、また小学校においてもそういう方向でやられるのか。また、それで十分にお

くれたものを取り戻すことができるとお考えか、そこら辺をちょっとお聞かせください。 

○議長（信谷俊樹君） 教育課長。 

○教育課長（有田芳徳君） 後ほどの閑田議員の質問の内容にも重複するところがあるん

ですけれども、夏季休業につきましては８月８日から８月２３日の２週間強で短縮という

ことにしております。今年度入りまして、臨時休業につきましては２６日授業の日がカッ

トされたという計算になっております。先ほどの夏休みの短縮により１８日は短縮される

ことになります。残り８日程度ございますので、これにつきましては２学期以降の学校行

事の重点化、例えば費やすその時間をシェイプアップさせるとか削減、合理化、そういっ

たことも踏まえながら、学校と協議をしながら考えていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 夏休み短縮というのになりますと、たとえエアコンがついと

っても、今まで休みだったものが学校に行って勉強する。生徒も大変、先生方も大変です

けれども、十分に子供たちの健康管理にも十分気を配ってやって、対応していただきたい

と、このように思います。 

 じゃあ、第２問目を終わります。 

 最後に、議長、これ時間は何分ありますか。 



- 19 - 

○議長（信谷俊樹君） あと８分ぐらいです。 

○１１番（上青木 至君） ８分ですか。結構でございます。 

 最後の質問ですけれども、安芸津フェリーの機関故障についてっていうことで、フェリ

ー機関故障して約１カ月、１隻で運航しておりました。この間に町民は、いや観光、そし

てかなりの人が不便を強いられました。通勤時間が１時間早かったり遅くなったり、一番

困るのが病院にいくときです。１時間時間が違ったらどうもなりません。午前中に帰られ

るものがもう昼過ぎになると、２時、３時ぐらいになると。そういうことが起きておりま

したけれども、これに対して町は何か対応されましたか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 上青木議員の質問、安芸津フェリーの機関故障に係る減

便に対する町の対応についてお答えいたします。 

 ４月２２日１９時過ぎに発生いたしました機関故障は、エンジンが停止し、大西桟橋に

衝突したものでございます。発生時は、複数の担当職員で状況確認を行い、また当日は最

終便が欠航となり、翌日以降の運航に影響も出ることとなったため、町民の皆様には防災

無線、町ホームページで周知いたしました。 

 その後、安芸津フェリーより、今回の事故原因が不明であり、原因が判明するまでは運

航許可を出さないと国から連絡を受けた旨の報告があり、運航再開までには時間を要する

との連絡を受けました。本町より、代船調達が可能かの確認を行いましたが、代船を貸し

出し可能なところがないという回答でした。あわせて、情報の共有と動きがあればすぐに

連絡するよう依頼いたしましたが、連休明けまでに復旧状況の確認ができなかったため、

再度安芸津フェリーに確認をしたところ、前回同様復旧期間は未定で、かつ代船の調達は

困難であるという回答でした。 

 町においても、国の運航再認可について広島県地域力創造課を通して状況の把握を行う

など、情報収集を行ったところです。その後、国の検査官立ち会いの試験運航が実施さ

れ、６月１日より通常の２隻運航となったところです。 

 町としても、早期運航再開の依頼及び代船の調達について再三要望しましたが、結果的

に５月３１日まで１隻での運航という町民の皆様には不便をおかけすることとなり、大変

遺憾に思っております。 

 今後は、町の航路補助事業者及び航路改善計画の提出事業者に対しまして、機関故障等

の際には特に細やかな状況報告を行うよう依頼し、町民の皆様の安心・安全な航路運航の
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確保に努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木議員。 

○１１番（上青木 至君） 総務企画課長のほうから答弁いただきましたけれども、安芸

津フェリー、会社そのものに対しては、町として言うべきところは言ったっていうふうに

解釈できましたので、これはいいんですけれども、まず７時２０分の便を欠航しますとい

う放送を、私もこういう性格なんで、意地が悪いですから、時計をずっと見よったんで

す。２０分過ぎて、これは二十五、六分だったかな、ぐらいに放送があったんです。７時

２０分の便から欠航しますと、その時間が過ぎて放送するのにそれおかしいじゃないです

か。前もって７時２０分から欠航しますっていうんならわかります。その時間が過ぎとる

のに放送する時間が遅過ぎる。というのは、フェリー会社のほうから行政に対しての連絡

が遅いし、対応が遅いです。濃霧のときでもそうです。何で時間が過ぎてからにその時間

を指定して放送するんですか。前もって放送するんが筋でしょと思うんですが、その点は

どうですか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 上青木議員のおっしゃるとおりだと思いますけども、放

送はフェリー会社等から、この便について欠航するという連絡が来ます。それが、やはり

運休時刻ぎりぎりでありますと、電話で来るので、文書化したり、それに少し時間を要し

て、ぎりぎりで来ますとおっしゃるとおり過ぎて放送してしまうことがあると思います

が、できる限り運航会社に早目に連絡していただくよう依頼等をしていきたいと思いま

す。 

○議長（信谷俊樹君） 上青木さん、時間がない、短く。 

○１１番（上青木 至君） もう時間が……。 

○議長（信谷俊樹君） １分しかないです。 

○１１番（上青木 至君） 結構でございます。 

 総務企画課長に言われるように、早目早目の対応をしてくれえとフェリー会社のほうに

は要求してください。そうすると、放送する方も文章化し、十分に対応できると思います

ので。私こういう性格なんで、生きとる間はやりますよ。時計を見て、おかしいじゃない

かと。言いたくはないんです、こういうことは。よろしくお願いします。 

 これで私の質問は終わります。 
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○議長（信谷俊樹君） これで上青木 至議員の一般質問を終わります。 

 続いて、尾尻康二議員の発言を許します。 

 尾尻議員。 

○１番（尾尻康二君） きょうは、一般質問として新型コロナウイルス感染症対策につい

て２問ほどお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 １問目ですが、新型コロナウイルス感染症対策による支援事業の進捗状況と課題はとい

うことでございます。 

 新型コロナウイルス感染症対策による国、県の支援が開始され、当町においても町臨時

議会が先般開催され、支援施策に関する補正予算が決定され、取り組まれることとなって

おります。給付金の交付等、事務手続を急いで行い、早期に交付することが望まれると思

います。次の、町が行う主な支援事業の現在までの進捗状況（件数と金額、進捗率等）

と、また事業の取り扱いに係る課題、問題点等があれば伺います。 

 １番目が、特定定額給付金。これは国の事業ですが、町が委託されて世帯主に１人当た

り１０万円交付する事業でございます。 

 ２番目として、新型コロナウイルス感染症対策給付金。町内の法人、事業主に事業継続

及び生活支援として１０万円を交付するものでございます。 

 ３番目として、雇用継続対策給付金。国の雇用調整助成金に町が６％を上乗せするもの

でございます。 

 ４番目として、子育て世帯への臨時特別給付金。児童１人当たり１万円を給付するもの

です。 

 ５番目として、緊急修学・生活支援金の貸し付け。修学が困難な大学生等に３０万円を

上限に貸し付けするものでございます。 

 以上についてお伺いします。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） それでは、質問１点目の特別定額給付金につきまして、

総務企画課のほうから進捗状況等についてお答えさせていただきます。 

 特別定額給付金は、令和２年４月２０日、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策とし

て閣議決定され、感染拡大防止に留意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支

援を行うため給付されるもので、給付対象者は基準日――基準日は令和２年４月２７日に

なりますけども――その基準日において市町村の住民基本台帳に記録されている方、給付
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権者はその方の属する世帯の世帯主で、世帯構成員１人につき１０万円を給付するもので

す。 

 基準日における本町の対象者数は４，２１２世帯７，３４０人で、５月１５日に申請書

を郵送し、５月２０日までに配達が完了しております。受給対象者への周知方法について

は、チラシの各戸配布、町防災放送、町ホームページ及び町広報紙６月号へ掲載し周知を

行っております。 

 申請、給付につきましては、５月２２日を申請期限とし、５月２９日を振り込み日とし

た第１回の支給では、電子申請、現金給付分を除き２，４９０世帯、給付率で申しますと

５９．１％です。給付人数が４，８４０人、給付率で申しますと６５．９％でございま

す。に支給しており、６月１日にマイナポータルによる電子申請分２４件５３人を、６月

５日に現金給付３件５人に給付しており、５月２９日を申請期限とし、本日６月９日を振

り込み日としました第２回支給では、９０７世帯、支給率で申しますと２１．５％になり

ます。給付人数が１，４１７人、給付率で申しますと１９．３％になります。を支給する

予定としておりまして、第２回支給後までの総計では、３，４２４世帯、支給率で申しま

すと８１．３％、給付人数で申しますと６，３１５人、給付率で申しますと８６％が支給

済みとなる予定です。 

 今後の支給予定としましては、６月は１０日間に１回、７月以降は２週間に１回程度の

支給日を設けることとしており、受給対象者への再周知を行うなど、対象者への早期支給

完了に努めてまいります。 

 特別定額給付金については以上でございます。 

○議長（信谷俊樹君） 地域経営課長。 

○地域経営課長（坂田 誠君） 地域経営課よりお答えします。 

 新型コロナウイルス感染症対策給付金の状況について説明させていただきます。 

 補助事業の概要は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた町内の法人、または個人

事業主に事業継続及び生活支援として町が１０万円給付する事業です。申請件数は５１

件、支給額は５１０万円となっております。 

 次に、雇用継続対策給付金については、国の制度の金額、補助金等の変更があり、申請

件数がゼロ件となっております。問題点としては、国の制度が１０分の１０の補助率とな

った場合は、町の制度に該当する案件がなくなってしまいます。今後、補助制度が確定し

ましたら対応していきたいと考えております。 
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 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 福祉課長。 

○福祉課長（池田真二君） 尾尻議員の４点目の質問にお答えします。 

 質問の子育て世帯への臨時特別給付金は、子育て世帯に対する国の新型コロナウイルス

感染症緊急経済対策として、令和２年４月分、３月分の児童手当を受給する世帯に対し、

その対象児童１人当たり１万円の給付金を支給するものです。それに、町独自の支援策と

して、対象児童１人につき１万円を上乗せし、合わせて２万円の給付金を支給するもので

す。 

 進捗状況については、６月５日の支給予定日を前倒しし、５月２９日に公務員を除く対

象児童４４１人、受給者２３９人の全員に１人当たり２万円を支給済みで、支給額の合計

金額は８８２万円となっています。公務員については、各所属機関が児童手当の支給対象

者であると証明した上で、本人が居住市町に申請し、給付金を支給することとなります。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 教育課長。 

○教育課長（有田芳徳君） 質問５点目の、緊急修学・生活支援貸付事業におきまして説

明をいたします。 

 教育課が担当します緊急修学・生活支援貸付事業におきましては、高校を卒業し、大

学、短大及び各種学校等に就学している学生に対して３０万円を上限として貸し付けるも

のです。 

 現在の進捗状況につきましては、貸し付け要項並びに募集要項の策定の協議を進めてい

るところであります。完了次第、事業の周知を行います。周知の方法につきましては、防

災行政無線及び町内全戸への募集要項の回覧とあわせて当該在住者への周知方法としまし

て、町のホームページ、募集要項等の掲載を考えているところです。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 尾尻議員。 

○１番（尾尻康二君） それぞれ積極的に取り組まれてるようで、全国の今進捗率なんか

も相当２０％ぐらいしか、１番の特別給付金については進んでないようなんで、当町も８

１．３％ですか、全部、相当な熱心にやられとることと感心しております。 

 １番の特別定額給付金なんですが、今申請用紙を送ったということですけど、今それが

返ってきたとか、ちょっと今後、今の事務手続で何か難しい問題が出てる、そこらの面に
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ついてはどうでしょうか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 先ほど５月１５日に申請書を郵送し、５月２０日までに

配達が完了いたしましたとお答えしました。その中で、郵送時の宛先不明返却分としまし

て３１通返却がございました。現在までにそのうち１４通は連絡等がありまして処理済み

でございます。 

 問題点等につきましては、返ってきた分も含めてですけども、送るのですけども、その

ままポストに入ってる状況も考えられます。例えば、１人で住まれとってよその施設に入

られてる方とか、そういった方のはまだポストに入っているのではないかと考えておりま

す。 

 課題としては、そういった方、現在で８０％を超えての給付率でございますが、これか

らの残りの部分については、宛先をどのように探していくかが課題であると考えておりま

す。 

○議長（信谷俊樹君） 尾尻議員。 

○１番（尾尻康二君） わかりました。 

 あと、今ので大体全部送付する見込みは、全部というのはなかなか難しいかもわからん

ですけど、ほぼ渡るのはどの程度を考えられとってでしょうか。 

○総務企画課長（山本秀樹君） どの程度というのは。 

○１番（尾尻康二君） 時期を。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 時期ですか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 本給付金は、３カ月が期限がございます。申請期限が３

カ月がございます。現在８０％を超えておりますけれども、その３カ月以内には宛先とい

いますか、未申請者に対して何らかの方法で申請していただくようにしていきたいと考え

ております。 

○議長（信谷俊樹君） 尾尻議員。 

○１番（尾尻康二君） わかりました。 

 それで次に、２番目の問題なんですけど、町内の法人の事業主に事業継続、生活支援と

して１０万円ということで、５１件５１０万円今交付されとるということなんですけど、

相当な件数でされとるということなんですけど、あとちょっと申請が難しいような方と
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か、そこらの状況は今どうなってるんでしょうか。 

○議長（信谷俊樹君） 地域経営課長。 

○地域経営課長（坂田 誠君） 予算額のほうでは３００社を予定しておりました。内訳

としては、農業者が７０件で漁業者が３０件で商工会が２０件っていうような計算で予算

組みをさせていただきました。 

 その中で、今５１件ということで１７％の申請となっております。進捗状況が低い理由

としては、新型コロナウイルスの影響があったのはあったんですけれども、条件として３

０％以上の影響があった事業者ということなので、農業、漁業は、特に農業の関連は出荷

がなかったということもありまして、なかなか申請が３０％以上の影響があったというこ

とが考えにくかったのかなと思っております。 

 今後、まだ６月がありますので、６月に影響のあった事業者もありますので、そこに対

して商工会のほうと連携しながら申請していただけるように告知もしていきたいと思って

おります。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 尾尻議員。 

○１番（尾尻康二君） やはりせっかく予算を３００社で組んどるんで、対象となる方に

は漏れのないように取り組んでいただけたらと思います。 

 ４番の子育てのほうは、世帯への給付金はこれ済んだということで了解しました。 

 ５番のとこなんですけど、これ３０万円を上限に貸し付けということで今周知を図って

おるということですけど、貸し付けをするということで給付をするというような、今の事

業はこうなんですけど、考えてはおられないんでしょうか。次の第２波の対策とかありま

すけど。 

○議長（信谷俊樹君） 教育課長。 

○教育課長（有田芳徳君） 現行の事業はあくまで貸し付けということなので、正直言い

ましてそのニーズっていうものは余り多くないというふうな形で予想はしているところで

す。その第２波に備えて給付といった事業が本当に必要になるかどうかというのは、今後

見きわめながら、そういったことになりますと、またその事業を展開するとかそういった

ことも今後検討していきたいというふうに考えているところです。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 尾尻議員。 
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○１番（尾尻康二君） わかりました。 

 それでは、１問目はこれで終わりたいと思います。 

 続きまして、２問目にいきたいと思います。 

 ２問目は、防災に関する避難所の新型コロナウイルス感染防止対策はということでござ

います。 

 現在、当町では幸いにも新型コロナウイルス感染者は発生しておりませんが、今後も２

波、３波の感染等の危険は大きいものと考えております。あわせて、梅雨が近づき、豪雨

災害の発生が危惧される時期となっております。また、秋には台風等の接近も予想されて

おります。災害時における避難所の新型ウイルス感染防止が問題となっております。 

 現在、当局は新型コロナウイルス支援の対応に繁忙となっておりますが、今後防災に関

する対応も急ぐことが必要と思われます。今後、避難所の新型コロナウイルス感染防止対

策に今後どのように取り組んでいくのか、お伺いします。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 尾尻議員の質問にお答えします。 

 避難所における新型コロナウイルス感染防止対策としては、広島県が作成した新型コロ

ナウイルス感染症に係る避難所運営マニュアルに基づき、避難者にはマスク着用や手指消

毒等を徹底し、受け付け時に体温測定等健康状態を確認することとしており、発熱やせき

等の症状がある体調不良の方は、別の部屋等に移っていただき、一般の避難者とは接触し

ないようにします。 

 また、一般の避難者が密接しないよう、十分なスペースを確保するため、パーティショ

ン等の資材を活用し、発生する災害や避難者数に応じてできる限り多くの避難所を開設し

ていきます。そのため、従来の避難所から他地区の避難所への移動等も考えております。 

 通常の災害発生時よりも可能な限り多くの避難所を確保するため、宿泊施設等の活用に

ついても検討しており、現在ホテル清風館と災害時における宿泊施設等の提供に関する協

定書を締結しており、引き続き町内の宿泊施設に協力依頼をしてまいります。また、広島

県が作成した非常時の避難先での新型コロナウイルス感染症予防のチラシを各戸配布し、

分散避難等避難所における感染症予防の周知を図ります。 

 避難所の運営に当たっては、基本的な３つの密を徹底的に避けることが重要であり、そ

のために具体的な対策を施し、避難情報発令時や災害発生時等に避難を要する住民に安

全・安心を確保していくため、町、県、保健所、医療機関等と連携し取り組んでまいりま
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す。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 尾尻議員。 

○１番（尾尻康二君） 今月の広報紙の配付時に、新型コロナウイルス感染症を予防する

ためにということで、非常時の避難先でということでチラシが出ております。これは、概

要を説明されて、皆さんも見られたことだと思います。これは広島県の危機管理監、みん

なで減災推進課が出しているものだと思います。 

 それで、今私もきょうの中国新聞を見たんですけど、避難所の感染対策手引きというこ

とで、各全市町にマニュアルを送っておるということで、今課長さんが説明されたような

ことをきょうは説明が書いております。ぜひ早急に、梅雨時期、台風対策としても急ぐこ

とだと思いますので、早急に取り組んで、皆さんの安全を図ってもらうようにお願いした

いと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

○議長（信谷俊樹君） これで尾尻康二議員の一般質問を終わります。 

 暫時休憩をいたします。 

 １０時４０分から再開いたします。 

            午前１０時２８分 休憩 

            午前１０時４０分 再開 

○議長（信谷俊樹君） 休憩を解いて会議を再開いたします。 

 水橋直行議員の発言を許します。 

 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） さきの議員さんたちも聞いていたコロナウイルスに関係して、今

後の町の考え方をお聞きしたいと思います。 

 質問に際してですけど、このたびコロナウイルス感染症に対して、町民の協力があって

初めてこの島は今感染者がゼロだと思うんですが、今後もこのままゼロを継続していくた

めにも皆さんの協力をまた仰ぎたいと思います。また、行政の方、いろいろ対応していた

だきありがとうございます。またこれからもいろいろと、当然批判もあり協力もあると思

いますが、よろしくお願いします。 

 この協力の一環で不要不急の外出自粛に伴い、家庭でのインターネット利用、またテレ

ワーク等でネットワークの利用をしていく上で、ネットワーク状態が脆弱と感じるため、
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以下の質問をさせていただきたいと思います。５点ほど質問させていただきます。 

 現在、教育でインターネットを利用した授業や調査を行っているか。 

 ２点目に、町内でのテレワークの実態はどの程度あるのか。 

 ３点目に、現在ネットワーク加入数がどの程度か。また、カバーできていない地域はあ

るのか。 

 ４つ目、町内地域別の時間帯別トラフィック及び実測の平均速度はどの程度あるものな

のか。 

 ５つ目、ネットワーク機器の更新時期を含め、今後の対応をどのように考えているか、

教えてください。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 水橋議員のご質問にお答えします。 

 質問１点目の、現在教育でインターネットを利用した授業や調査を行っているかにつき

ましては、この間の学校におけるインターネットを利用した授業や調査の実施につきまし

ては、いわゆる遠隔授業は実施しておりません。各校のホームページを活用し、学年ごと

の課題の掲載や学級担任のメッセージを動画でアップするなどして、児童・生徒の学習の

継続や学習意欲の喚起にインターネットを活用してまいりました。今年度中でのオンライ

ン授業の開始を目指し、整備を行う予定となっていますが、使用する通信回線等について

は、現在検討中であります。 

 また、大崎海星高校では、課題等の管理をサポートするツール、グーグルクラスルーム

を利用し、課題の提示及び提出を行い、公営塾では環境が整っている生徒に対してオンラ

イン授業の実施を行い、機器を持っていない生徒に対しましては、数に限りがあります

が、貸し出しにて対応しました。 

 ２点目の、町内でのテレワークの実態はどの程度あるかにつきましては、主な町内事業

者等に問い合わせたところ、数社でテレワークを実施しており、その会社ではテレワーク

には支障はなかったとのことです。 

 ３点目の、現在ネットワーク加入数及びカバーできていない地域はにつきましては、令

和２年５月２０日現在、加入数は１，２９０件、カバー率は１００％で、カバーできてい

ない地域はございません。 

 ４点目の、町内地域別の時間帯別トラフィック及び実測の平均速度はどの程度かにつき

ましては、地域別のトラフィックの平均は、向山老人集会所が２０１９年６月に６２．６
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０メガ、同年１０月７０．２６メガ、２０２０年４月が８８．８５メガ。東原下老人集会

所が２０１９年６月に２５．３５メガ、同年１０月が２６．６０メガ、２０２０年４月が

４１．３０メガ。上の谷集会所が２０１９年６月に１８．５５メガ、同年１０月が２２．

８０メガ、２０２０年４月が２８．３７メガ。垂水老人集会所が２０１９年６月に１５．

２８メガ、同年１０月１５．５４メガ、２０２０年４月が１８．２２メガです。契約数が

多いところほど通信量が多くなっており、新型コロナウイルスでの自粛期間中には通常時

の１．２％から１．５％ほどの増加となっております。 

 また、実測につきましては、現在調査中です。 

 ５点目の、ネットワーク機器の更新時期を含め、今後の対応はにつきましては、ネット

ワーク機器の実際の更新は、ＩＲＵ契約終了後となりますが、町内全域のネットワーク更

新となるため、協議検討していく必要があると考えております。 

 今後については、現在の有線サービスのほかに５Ｇといった無線サービスについても導

入できないか検討しています。５Ｇの利用は大きな可能性がありますが、基地局が多数必

要となり、莫大な整備費の問題を解決する必要もありますので、有線、無線を含め、実用

性、将来性を視野に入れ、専門家の力もかり、ネットワーク機器の更新に向け、準備を進

めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） 教育関係で、小・中学校等も何かやられとったりするようなこと

はありますか。 

○議長（信谷俊樹君） 教育課長。 

○教育課長（有田芳徳君） 今回の臨時休業中に、なかなか学校のほうでペーパーを準備

をして、それを配付をして課題を与えるとかというやり方で当初行っていたんですけれど

も、これと並行しましてインターネットの活用ということもあわせて、先ほど総務企画課

長のほうの答弁の中にもありましたけれども、各校のホームページのほうに課題とか、あ

と担任の先生方からの児童・生徒に対するメッセージというんですか、こういったものを

活用してまいりました。 

 現在のところ、各児童・生徒の自宅のほうに端末でありますとかタブレット、そういっ

たインターネットを介して情報提供できるツールがない家庭もございます。そして、通信

環境がない家庭もございますので、今回の臨時休業中、ＩＣＴを活用した取り組みでどん
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なことができるかということでやったことと言えば、先ほどのホームページを介してのも

ののみにとどまってしまったと。 

 今後、議員の皆様方もご存じのように、ＧＩＧＡスクールという児童・生徒に１人１端

末を与えてＩＣＴの授業をやっていくというふうな取り組みというのが、もともとは令和

５年度末までにやっていくということだったわけなんですけれども、もう文部科学省のほ

うが、このたびの新型コロナ感染症拡大の関係で５年度末までの授業を２年度末、なので

今年度３月までに国の補助事業自体が、ゴール地点が大幅に短縮されました。 

 先ほどのうちの課題を解決するために、１人１端末の問題でありますとか、家庭内の通

信環境、それとあわせて学校の中のネットワークについても、やはり脆弱な部分がござい

ますので、こういったものを補助事業を活用することにより、本来あるべき姿、文科省が

目指している姿になっていくべく、これから予算の確保なり事業の推進に努めてまいりた

いというふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） オンライン授業等について、回線がない家庭に対してはどうする

んですかって聞こうと思ったんですが、先ほど事前に言っていただきましたので、モバイ

ルルーター等々を活用して対応するような検討も含めて今検討しているということだった

ので、また違う質問させていただきます。 

 テレワークについてなんですけれども、私もちょっとテレワークで業務をさせていただ

いてましたけれども、通常のメールの回覧やエクセルやワードを使ったような書類的な業

務に関しては、特にストレスなく対応できたのですけれども、写真データとか動画データ

とか、エクセルのデータベース等々をさわるときには、やっぱり送るのも受けるのも含め

てちょっと多少のストレスを感じながら、速度が遅かったようにすごく感じます。 

 そこでなんですけど、現在の島内での光サービス、ｄｏ！ｕｐサービスですが、最大１

００メガのベストエフォートで契約を皆さんしていると思うんですけれども、この実行速

度が今回ちょっと遅く感じたんですけれども、快適速度といわれる２０メガ以上の速度を

出すことは可能でしょうか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 現在のＦＴＴＨは、快適速度といわれる２０メガを平常

時であれば出すことは可能ですが、夜間帯やこのたびの新型コロナウイルス対策による自
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粛期間中といった、利用者が大変多い場合には２０メガを出すことは難しい状況でありま

す。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） 今回の自粛のようなことが今後ないという保証は全くありませ

ん。また、利用者がふえると今１，２９０件、またこれがさらにふえてくると速度低下が

起こり、安定した速度も出ないというおそれもある。現状のこれからと学校や各社テレワ

ークなどに対応していくのには今のままじゃ難しい可能性が出てくると思われますが、あ

とさらには今後の企業誘致等にも不利と思うような状況にあると思います。通信は太く早

いにこしたことはないと思うんですけれども、今の今回の速度低下等々を踏まえて、今後

もないような形にするためには、どのような対応を考えていますか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 令和５年にＩＲＵ契約の終了が控えており、大きな変更

は難しいと考えておりますが、現在はエネルギア・コミュニケーションズと協議してお

り、町内のインターネット回線の上位に当たる線をもう一本ふやすなどの対策を検討して

おります。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） そのＩＲＵ契約満了時には、次のサービスをまた考えないといけ

ないと思うんですが、そのまま引き継ぐにしろ、もうそのままｄｏ！ｕｐを引き継ぐんで

あれば、今の現状加入者等々はそのままでいいとは思うんですけれども、切りかえが必要

なネット環境にもしなるのであれば、特に今のままの環境だとちょっと遅いと思うのでと

いう部分ですけど、切りかえ期間も必要になってくると思うのですけれども、そういうお

それがあるのならば３年先の契約満了を待っていて、３年後、じゃあほんなら切りかえま

しょうっていう対応だと遅いと思われるのですけれども、スムーズな切りかえを考えるた

めにも早急な対応が必要と考えますが、今現在この先どういうふうな対応をしていくか考

えておられますか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 現在のエネルギア・コミュニケーションズを継続した場

合でも、新規サービスの場合でも、再加入の必要がございます。また、スムーズな切りか
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えには２年は必要と考えており、水橋議員がおっしゃるとおり、早急な検討、対応が必要

でありますので、令和３年度中には移行または継続を決定し、切りかえへの準備を進めて

いく必要があると考えております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） ネットワークサービスを有線に限らず無線サービス――５Ｇ等で

すけれども――を利用した高速通信というのが、さらなる高速通信に切りかえ、全戸対応

できればいろいろな可能性がすごく膨らんでくるとは思うんですけれども、住民サービス

として現在の防災無線や介護者の緊急連絡のあり方であったりとか、高齢者の見守り確認

であったりとか、医療等にもすごく利用できる高速な通信というのが、今世の中にはどん

どん出てきております。 

 また、役場の今支所でいろいろやっているサービス等も含めてですけれども、時間外対

応ということで週に１回でしたか、２週に１回でしたか、木曜日の７時までやってくれる

ようなサービスも現実にやってくれたりしていますけれども、この辺のできるオンライン

でのサービスというのもさらにふえてくるんじゃないんかと思いますが、この辺について

はどのように考えますか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） ５Ｇなどの無線サービスについては、実現できれば、水

橋議員のおっしゃるとおり、さまざまな分野での活用が見込めるサービスであると思って

おります。現状では実例も少なく、整備するに当たりましてどれだけの費用がかかるかな

ど、不明な部分も多くあります。切りかえ先の決定まで余り期間、時間はありませんが、

調査検討を進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） いろいろ便利な部分についてですけれども、２０１８年に経済産

業省がＤＸに向けた――ＤＸとはデジタルトランスフォーメーションっていう、デジタル

技術はすごく便利なものなんですけどみたいなものなんですが――ＤＸに向けた研究会を

立ち上げ、同年にＤＸ推進ガイドラインというものを発表しております。各企業にも競争

力維持強化のためのＤＸをスピーディーに進めていくということが求められております。 

 当町でも、サテライトオフィス等の企業勧誘に積極的な関心もあると思うのですが、我



- 33 - 

が町は離島で流通が悪く、前回の議会でも質問させていただきましたが、島内道路の事情

も決してよくない。で、島内に入るには当然フェリーに乗ってこないといけない、出るの

にもフェリーに乗って出ないといけないという流通面もすごく悪い、企業勧誘にはデメリ

ットな部分があると思います。 

 思うというか目につくと思いますが、これで今現状の１００メガっていうと世の中、当

時１６年前の合併当時、すごい最新の速度ですごいことだったと思うんですけれども、十

年一昔ってよくいいますが、もう２０年が来ようとしている中で、もう１００メガってい

うのが企業勧誘という目線で見たときにはすごく遅いものに感じるように思われます。の

中でですけども、このネット通信がこういうふうな形で悪いとなると、我が町を選んでも

らうための可能性ってすごく狭まれるように感じるのですが、この辺はどのように思われ

ますか。 

○議長（信谷俊樹君） 町長。 

○町長（高田幸典君） このたび、この新型コロナウイルスで多くの企業がテレワークを

取り組んで、意外とできるという実感をつかんだというふうに報道されております。そう

いった点から、都会の方々が田舎へ行こうかという機運も高まってるというような報道も

あります。 

 そういった中では、情報格差というのをなくするというのが一番の重要なことであると

いうふうに考えておりまして、ただ私たちのまちの職員でそれを専門的に判断をできる人

が少ないというのも現実です。５Ｇが今いろいろ言われてますけども、５Ｇの期間ももう

短いんではないかと、６Ｇが来るんではないかというようなことも言われておるので、ま

さに専門家の意見を聞いて、早く次の構想、このＩＲＵ契約ですか、これが切れるときに

今のを継続するかどうかも含めて助言をいただいて、お金もかかると思いますけども、こ

れ第一に取り組む必要があるというふうに考えておりますので、ご理解いただきたいと思

います。 

○議長（信谷俊樹君） 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） ５Ｇも短い、６Ｇの世界になるっていうのは、今実際に報道等々

もあって、なかなか今ネットワークの世界、ＩＴの世界、デジタルの世界っていうのは目

まぐるしく変わっていきよるんで、実際に判断せにゃいけんところがあったり、検討せに

ゃいけんことがあったりいろいろあると思います。先ほど言われたように、いろんな専門

家に聞きながらやっていく部分ではあります。 
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 先ほど言われたような形で、今一般業務の部分も経験した上での部分ですけど、メール

のやりとりであったりとか基本な部分で言うと、全然今回のではそんなに不満はなかった

部分では大きくあります。その上で、デジタルトランスフォーマーを目指してっていう部

分でなんですが、特にここ最近よく思う部分ではありますけれども、昨年開校した、グロ

ーバルリーダー校として叡智学園が開校したりとか、今年度より私学で瀬戸内グローバル

アカデミーという私学、塾が開校したと思うんですけれども、こういうグローバルに羽ば

たける子供たちが成長する環境を整えた島だとは思うんですけれども、整えたにもかかわ

らず、世界に発信するための環境は脆弱なんじゃないんかとすごく思うんです。 

 というのが、今言うた部分で今たちまちやる業務であれば、その場しのぎっていうとち

ょっと言葉が悪いかもわからないですけども、緊急時における程度の仕事であれば、実際

にできます。実際、僕もそれは実体験でできたので、できると思います。ただ、今言う世

界に羽ばたきますとかっていう話になってしまうと、ちょっと違う分野でのデータ量を持

った仕事をしていくようになると思います。 

 例えば、今島の中でもクロネコにちょっと行くと、宅配物をとりに行ったりするとアマ

ゾンの製品がやたらようけ箱があるんですけれども、これってもうそれこそデジタルトラ

ンスフォーメーションの最たるもので、会社を行う仕事で事務処理をする場所はする場

所、流通が必要なとこは流通のある場所、倉庫が要る場所は倉庫の場所、そのデータを持

っとかんにゃいけん場所はデータを持っとかんにゃいけん場所、それぞれが単独で動ける

ような形を円に、輪にしてやって初めてあんなくそでかい会社ができとるというのが、こ

のデジタル通信の世界だと思うんですが。 

 この島って、今先ほど言うたように、流通というのはやっぱ脆弱としか言いようがない

部分は当然あるので、とてつもなくもう橋を渡してばんばん交通の便もむちゃくちゃよく

なってというのが、ほんならすぐこの数年でできるかと言うたら実際には難しい。いつか

はやってほしい部分かもわからないですけども、実際には難しい部分で、今たちまち何を

持ったら強みがあるかっていうと、やはり離島という利点、風光明媚な景色があって、み

んな穏やかな方々がいてとか、そういう田舎的ないい部分も含め、そこに通信という味方

が来れば、さらに島をアピールする部分としては高速通信という部分に関してはすごい利

点があるんじゃないんかと思います。 

 という意味で、今後今のこの教育の島ってせっかくうたっとる上での部分ですけども、

今後も見据えた、教育に関しては僕は先行投資だと思うので、今後そういう今言うたグロ
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ーバルに羽ばたいた人たちが、その先さらに勉強した上で帰ってきたとき、帰ってこれる

ような環境をつくってあげて、そこで発信してもらってお金を稼いでくれる、人をふやし

てくれるっていうのが、とどのつまりというか最終目的であるのが教育だと僕は思うの

で、そういうのを見る上でもですけれども、このネット環境を強固にすれば、離島という

デメリット解消、また離島というメリットをそのまま生かした状態で、両方生かせた今後

の町運営に活用できるんじゃないんかと思います。という意味で、ちょっとネットワーク

は強固にしたほうがいいんじゃないんかなあと思いますが、どう思われますか。 

○議長（信谷俊樹君） 町長。 

○町長（高田幸典君） 先ほどからいろいろご指摘いただいてるんですけど、私も同じ考

え方であります。課長のほうが申し上げました、今のもう一本線をふやしてというのは、

暫定的に、いずれにしても来年度から新しいのへすぐ取り組めるわけではないので、ＩＲ

Ｕ契約が３年あるわけですから、この３年間、ほいじゃあ今の不便なままでいっていいの

かっていうことの中で、今のエネコムとの関係の分を何とか改善して、この３年間もたす

方法はないのかというのを今考えているということであります。 

 だから、それは当面の、ここ２年、３年の改善策、その後については、もう来年度当初

予算にはそういったことを専門家を交えて協議をして、次はどうするのかというのを予算

化していかなきゃならんというふうに私は思っております。 

○議長（信谷俊樹君） 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） 僕が今ちょっと思った以上に、今現在を見た回答がいただけたの

でありがとうございます。で、さらに前に向いての話なんですけども、今のデジタルトラ

ンスフォーメーション推進のため、研究場所の誘致先を探しとるよとかという声を聞いた

りすることがここ最近あるんですけれども、それも島の名前が上がっとるかどうかという

のは詳しくまでは聞いてない、うわさ程度の話しか知らないですけれども、少なからず全

国にはそういうのを探しておる企業は、幾つも今現状あるように聞きます。 

 このような企業の取り込みっていうのは、町民の生活を向上させるためにも、今すぐに

でも検討し、対応していくことが急務と考えると思うんですがと思よったんですが、今そ

のとおりじゃと言うてくれましたんで、なんですけれども、このデジタルトランスフォー

メーションっていうものの概念としては、人々の生活をあらゆる面でより豊かに変化させ

るっていう意味合いを持った言葉だそうです。この概念のとおり、町民をあらゆる面で豊

かに変化させる動きが必要と思いますと。 
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 その中で、今先ほどから何度も言わせてもらうんですが、本土との交通が不便な離島を

住みやすい離島にするために、デジタルトランスフォーメーションの活用を図り、エネル

ギー、物流、情報の３本柱が毛細血管のようなネットワークで構築されることにより、利

便さを手に入れることができると思うと。 

 ただ、先ほども言われたように、これを全てやろうと思ったときには、現実的には費用

もすごくかかってしまうことで、単町でやろうというとなかなか難しい、膨大な費用がか

かると思います。 

 その上でなんですけれども、例えばここの光通信網、高速通信網、今現在１６年前、合

併当時にやったときにモデル地区かなんかで構築したんじゃないかと思うんですが、そう

いうような認定をまた再度取りつけることができるのであればしてみるとか等々、国や県

の協力も得てですけれども、いろいろともがきながら、今の町にはまだ全然すごい体力が

ある町だと僕は思っております。その体力がある今の現状で、先を見越した投資とはなる

とは思いますけれども、ぜひですけども、さらに高速通信網を整備し、企業に対してアピ

ールできるようにして、企業勧誘等にも力を入れ、町民に対しては全戸対応できるような

ことを実現して、サービスを充実したいように思いますけど、その辺についてもどう思わ

れますか。 

○議長（信谷俊樹君） 町長。 

○町長（高田幸典君） 施設を充実していくということについては、当然お金がかかるわ

けです。単町ではなかなか難しいんだろうと思います。当然、専門家がくれば、国にこう

いう制度があるよとか、そういうことも当然議論になるわけですから、そういった制度も

うまく利用しながら整備をしていく考えでおります。 

○議長（信谷俊樹君） 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） ありがとうございます。すごいありがたい言葉です。 

 で、ちょっと現実的な部分でですけど、現場サイドとして実際に今後どうやったら進め

ていけると思いますか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 情報の担当者だけで進めていくことは困難だと思いま

す。先ほどから町長が申しております、専門家として総務省が実施しております地域情報

アドバイザー制度というのがございますが、その制度などを活用し、アドバイスを受けな

がら今後の進め方などについて検討を進めてまいります。 
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 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 水橋議員。 

○５番（水橋直行君） いろいろご丁寧に、ちょっと前向きな回答をいろいろありがとう

ございました。 

 このデジタルの世界というのは目まぐるしく変化してきて、どこまでやっても正解とい

うのは結果を見んにゃわからない世界だとは思います。とはいえ、だからといって何もし

ないと今のまま取り残されていってしまうものでもあります。費用もかかる話でもある

し、難しい判断や決断をしないといけないことも多々いろんな場面であると思うんですけ

れども、機を逃さずに迅速な対応をし、時間切れで何もできなかったという結果にはなら

ないようお願いしまして、質問を終わりたいと思います。ご答弁ありがとうございまし

た。 

○議長（信谷俊樹君） これで水橋議員の一般質問を終わります。 

 次に、浜田幸造議員の発言を許します。 

 浜田幸造議員。 

○７番（浜田幸造君） きょうは、２問質問させていただきますので、回答のほうをよろ

しくお願いいたします。 

 第１問目なんですけれども、木江支所、支所前の遊休地――アバなんですけど――これ

は現況は海なんですけども、それの今後の活用についてお聞きいたします。 

 支所前の県道は狭く、歩道もなく、道路交通上非常に危険な状況であります。また、支

所周りには駐車場がなく、支所への来客者や観光スポットである厳島神社、それから木造

の５階建て、東京家族のロケ地、古い町並み等への観光客にとっては大変不便を与えてお

ります。 

 木江地区の中心地でもありますし、この遊休地、網場を道路整備と駐車場の設置用地と

して活用し、整備はできませんか。この土地をこのまま放置すべきでないと思います。今

後の活用計画をお聞かせください。お願いします。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 浜田議員の質問にお答えいたします。 

 質問の、この区間は通学路の安全点検の指摘箇所であり、県に拡幅と歩道整備を要望し

ている箇所です。県道改良の計画もありますが、現在計画が進んでおりません。引き続

き、県に道路改良の早期実現に向け要望を続けるとともに、町として道路改良事業の後押
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しをするため、また支所の来客者の駐車場整備として土地を取得し、埋め立てをすること

は有益と考えておりますので、これから工事費の試算、関係者との協議事項等を整理し、

実施に向けて検討してまいります。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 浜田議員。 

○７番（浜田幸造君） 今建設課長の答弁では、積極的な回答をいただきましたけれど

も、権利関係がございます。そういった関係もありますので、すぐにはとは言いませんけ

れども、引き続きよろしくお願いいたします。 

 これでこの質問を終わります。 

○議長（信谷俊樹君） 浜田議員。 

 それでは、２問目の県道大崎上島循環線に落石防護対策をということで質問させていた

だきます。 

 宇浜区から岩白区にかけて、のり面の一部が崩落しており、今後も大雨等により崩落が

拡大するおそれがあり、またこの区間は幅員も狭く、道路通行上非常に危険な状況であり

ます。大きな崩落による人身事故等を未然に防ぐためにも、早急に落石防護対策等が必要

と考えております。 

 平成２９年９月議会の答弁では、県の予算編成にあわせ、安全を第一に考えた改善対策

を県に対して実施要望していくとありましたが、その後２年を経過しております。町、県

の方針を、今後の計画等をお示しください。お願いします。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 先ほどの浜田議員の質問にお答えをいたします。 

 この箇所は、落石の危険があるため、県に対策を要望し協議をいたしました。当時、県

の方針は、危険な斜面は自然斜面ではなく人工的な崖地となっているため、まずそのよう

な崖地にして放置している地権者、もしくは施工者に責任があること、また道路と斜面と

の間に花壇があり、道路と斜面が接していないことから、のり面保護は困難との回答であ

りました。 

 当時の対策としては、残斜面の岩盤が強固で大規模な崩落は考えにくいことから、小規

模な落石対策としてコンクリートブロックを設置することにとどまっております。ただ

し、現在落石の堆積により花壇は埋まって、のり面と道路が直接接しており、２年前と状

況が変わっていることから、再度県へ要望し、安全対策について検討いたします。 
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 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 浜田議員。 

○７番（浜田幸造君） 今の人工的なつくられた崖というのが答弁にありましたけれど

も、よく調査してみますと、のり面の上部のほうへラス張りの跡があります。そういった

関係で、以前県か町が道路防災といった関係で施工したと思います、考えられます。そう

いった関係で、県のほうで道路防災か、ただ海のほうもちょっと道路がいびつな関係で断

面的にでき上がっておりますけれども、この道路を使うとき非常に危険なところもありま

すし、こういうここらを含めて、のり面と道路の拡張を含めて、今後の対策というんです

か、それを早目に、もっと県と協議されまして改良が整備されるようにお願いします。ほ

いで、もう一度答弁お願いします。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） この箇所については、私も浜田議員と同じ考えで非常に危険

な箇所だという認識はあります。そのため、県にのり面についての安全対策、また海岸保

全についても現在協議を進め始めているところでございますので、また進捗があったとき

はご報告させていただきます。 

○議長（信谷俊樹君） 浜田議員。 

○７番（浜田幸造君） いろいろと今後は難しい点があると思いますけども、引き続いて

強く県のほうへ要望して、ここが整備されるようにお願いして、この質問を終わります。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） これで浜田幸造議員の一般質問を終わります。 

 暫時休憩をいたします。 

 １３時から再開いたします。 

            午前１１時２２分 休憩 

            午後 １時００分 再開 

○議長（信谷俊樹君） 休憩を解いて会議を再開いたします。 

 次に、閑田大祐議員の発言を許します。 

 閑田議員。 

○３番（閑田大祐君） 本日は、２問通告させていただいております。 

 まず第１問目、コロナ感染拡大に伴う休校の影響についてということでお伺いいたしま

す。 



- 40 - 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大と、それに伴う緊急事態宣言で、まちは町内全て

の小・中学校、幼稚園等を休校としました。もちろんこれは全国的な措置ではあります

が、設置者は各自治体であります。それを踏まえ、休校によって生じた学習のおくれにつ

いて伺いたいと思います。午前中のほかの議員さんの質問と重複する部分もあるんですけ

ども、再度お答えいただけたらと思います。 

 １番、どのようにしてそのおくれを取り戻すのか。 

 ２、夏休みなどの長期休暇への影響は。 

 ３、今年度限定で土曜日登校等を復活できないのか。 

 以上、お伺いします。 

○議長（信谷俊樹君） 教育課長。 

○教育課長（有田芳徳君） 閑田議員の質問にお答えします。 

 質問１点目の、休校によって生じた学習のおくれをどのように取り戻すかにつきまして

は、本町では４月２０日から５月末まで臨時休業により、２６日間の授業日数がカットと

なっております。この間の指導に必要な授業時数の確保のため、学校再開後の学校行事の

見直しや重点化、あるいは指導の工夫等を行うこととしており、それに加えて２点目の質

問事項にございます夏季休業期間の短縮も行い、授業時間数を確保することとしておりま

す。 

 今年度の小・中学校の夏季休業日につきましては、先日の町内の校長会におきまして、

８月８日土曜日から８月２３日日曜日まで１６日間とするよう方針を固めたところであり

ます。これにより、１８日間の授業日を確保することができます。 

 質問３点目の、土曜日登校の復活につきましては、週休日であります土曜日に授業を行

うことは、法的には可能でございます。その場合、教員に週休日の勤務を命じるために適

切に週休日の振りかえを行う必要があります。週休日の勤務を命じた職員には、月曜日か

ら金曜日までのいずれかの曜日を休まなければならないため、その日が担任不在となった

り、当該教科の指導者がいないなど、他の曜日の授業に支障を来す、こういった問題点が

ございます。 

 そのような観点から、教育委員会といたしましては、現在のところ土曜日の活用は考え

ておりません。土曜日の活用を行うことなく、夏季休業の期間の短縮並びに行事の重点化

等で授業時間数の確保は可能というふうに教育委員会では考えております。 

 以上です。 
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○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 

○３番（閑田大祐君） ありがとうございます。 

 まず、夏休み、８月８日から２３日までということで、午前中の質問でもあったかと思

うんですけども、子供の体調管理とかそういったこと、それとこのコロナによる感染の防

止に関して、例えばこの夏場また猛暑が予想される中で、密集状態、密な状態にならな

い、３密にならないためにということで、窓を開放しなさいとかそういうこともあるわけ

です。そうなると、エアコンの適正利用が実際にできるのかというところ。これを考えた

ときに、夏休みを余りこれを活用するというのが果たしてどうなんだろうと少し思うわけ

なんです。要は、夏場の一番暑いとき、ここで体調管理を考えながら、さらにコロナの感

染予防もやっていかなければいけないということで、非常に難しい状態、現場が非常に難

しい状態が生じるんではないかと懸念しているわけなんですけども。 

 それと、この土曜日、結局これ代休をとらせなければいけないということですか。一番

は小学校６年生と中学校３年生、要は授業の持ち越しができない子供たちです。ここだけ

でもそういう措置ができれば、例えば臨時で教員を確保ができるかどうかもわかりません

けども、この小学校６年生と中学校３年生だけでもそういう措置ができれば、随分とその

辺、例えば夏休みのことに関しても、それより下の学年のところについては、次年度へ持

ち越してでもまだ解消のしようがあるわけです。ところが、次の学校へ進む、次のステッ

プへ進む、もう卒業してしまう子供たちというのはそれができないから、今の夏休みの体

制とかそういう考え方になってるんだろうと思うんです。そこだけに限定してでも土曜日

登校というものができないのか。ちょっと改めてお伺いします。 

○議長（信谷俊樹君） 教育長。 

○教育長（西田光也君） 閑田議員さんのほうから重ねて夏休みの活用について配慮が要

るんではないかというお尋ねをいただきました。 

 おっしゃるとおり、昨年も夏はかなり厳しい状況で、ことしの夏も同様な状況が予想さ

れてる中でのご心配だろうと思うんですけれども、感染症対策をしつつ、また熱中症対策

もしなければならないという状況は当然あるだろうと思いますし、またマスクをつけての

活動、これについての配慮も要るだろうと思います。 

 ただ、本町の場合は早くから各学校へエアコンも整備をいただいています。ご案内のよ

うに３密を回避するということで、一定時間部屋を閉め切ってたら、また換気をしなけれ

ばいけないとかというような状況もありますから、エアコンを使って授業をしたにして
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も、１時間が終わったらまた部屋を開放して換気をしてというようなところは要るだろう

と思うんですけれども、基本的には夏休み中につきましてもエアコンを活用しながらの授

業というのは可能だろうというふうには考えております。 

 それから、小学校６年生、中学校３年生の最終学年については、指導ができなかった部

分を次の学年に持ち越すことができないので、そのあたりに限ってでも土曜日の活用が考

えられないかというご質問をいただきました。 

 国のほうも授業時間数を確保する方策の一つとして土曜日の活用というのは、あくまで

も一つの案ではありますけれども、これも可能だということは言ってます。先ほど課長も

お答えさせていただいたように、法的には当然活用することも可能なんですが、今現在夏

休み期間中の短縮であるとか、あるいは今後の学校行事の見直し、そういったことを行え

ば、今回４月８日からの臨時休業で、２６日間の授業日をカットということになって、そ

の間の指導ができなかったわけですけども、これらの回復については、今のような工夫を

する中で、６年生あるいは中学校３年生についても可能であろうと。ただ、今後第２波と

か第３波とかという状況になってくると、ご心配いただいているような厳しい状況も当然

あり得るかなと。そのときには、土曜日の活用といったことも含めて考えなきゃいけない

というふうには思ってます。 

○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 

○３番（閑田大祐君） ありがとうございます。 

 現状では対応できるということですので、これ以上は申しません。ただ、今教育長も申

されましたように、第２波、第３波というものが、予定は未定ですけども起きることは十

分考えられますので、そのときが来て慌てて対応しようとしたときに、例えばじゃあその

土曜日、代替えも含めた教員の確保といったときに、当然直前に慌てて確保ができるとい

うものでもないと思います。そういったことも想定しつつ、準備といいますか、しっかり

練っておいてほしいとは思いますので、よろしくお願いいたします。 

 これで１問目を終わります。 

 それでは、２問目に移ります。 

 改正種苗法案についてお伺いします。 

 これ国会での話なんですけども、現在国会で議論されております種苗法の改正案は、育

成者の知財権保護と良質品種の海外流出防止が目的とされていますが、さまざまな批判も

あります。せんだっては、この改正案が今国会では見送り、先送りになるのではないかと
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いうような報道も飛んでおりましたけども、これが本町においても農業は基幹産業の一つ

でありますので、この法改正の影響について、まちにとっての影響についてお伺いいたし

ます。 

 本町の生産品種には、どのような影響が考えられるのか。また、自家増殖が許諾制にな

る登録品種に該当する品種は生産されているのか。よろしくお願いいたします。 

○議長（信谷俊樹君） 地域経営課長。 

○地域経営課長（坂田 誠君） 閑田議員の改正種苗法案についてお答えします。 

 我が国の農産物品種には、一般品種と登録品種があり、種苗法が改正されれば許諾に基

づいて行われることが必要なのは登録品種です。今回の種苗法改正案では、日本の流用品

種が海外に流出してしまうことを防ぐための措置として行われたものです。農水省は、種

苗法改正の背景として、優良品種が海外に流出し、日本の輸出産業に影響が生じるとし

て、登録品種の海外流出防止を図るため、見直しを図るとしています。 

 主に優良品種が海外に流出を防ぐための対策ですが、国内でもかんきつ関係では紅ほっ

ぺや甘平等の県外流出を防ぐため、各県で研究された品種を登録している状況がありま

す。これは、各県の研究施設が何年もかけて品種改良をしている状況を考えると、育成者

の権利を保護すると考えられます。また、一般品種の利用は、農家が自主採取することや

自家増殖をすることができるので、本町の生産品種には影響がないと考えています。 

 以上のことから、自家増殖が許諾制になる品種登録に該当する品種を本町で生産されて

いないものと考えています。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 

○３番（閑田大祐君） ありがとうございます。 

 要するに、この改正法案については問題はない、むしろやるべき改正であるとお考えで

しょうか。 

○議長（信谷俊樹君） 地域経営課長。 

○地域経営課長（坂田 誠君） 海外流出に対しては、やるべきものと考えていますが、

県内の部分に対してはいろいろな意見があると思っています。 

 ただ、研究施設が何年もかけて研究して品種改良したものを、すぐその次の年に違う県

が使ってしまうっていうものに対してはやっていく必要があると考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 
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○３番（閑田大祐君） これは県ごとに定める奨励品種にも該当する話ですよね。要は、

奨励品種というのが登録品種の扱いを受けていく、それだけには限らないとは思うんです

けども、基本的にはそんな形ですよね。個人の育成者というのはそんなに多くはおられな

い。大体、県ごとの研究施設等で生産、開発されたものがメーンでしょうから、基本的に

はこれによって県が奨励品種と定めることにおいて、その奨励品種が許諾が必要となる登

録品種になる。これを批判する意見の中には、今の農家が種苗を買う際の購入費用が高く

なるのではというようなことが言われているわけなんですけども、要は農家の負担がふえ

るのではというような意見があったりしますけども、この点についてはどのように思われ

ますか。 

○議長（信谷俊樹君） 地域経営課長。 

○地域経営課長（坂田 誠君） いろんな意見があって議論されている最中なんですけれ

ども、広島県でもレモンの品種を登録されていまして、イエローベルや黄宝というような

品種が登録されているんですけど、それに対しても単純に費用が高くなったとかというの

ではなくて、県外に流出するのを防ぐためっていうのが主な趣旨だと思いますので、その

辺は関係各所と協議しながらやっていかないといけないことかなとは思っています。 

○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 

○３番（閑田大祐君） そうですよね。県が奨励品種ということで生産を奨励している品

種について、県内の農家に対して負担増を求める、要は県内の農家のリスクになるような

ことをするとは到底、通常は思いませんよね。ということで、これについて特に問題はな

いという見解でよろしいでしょうか。 

○議長（信谷俊樹君） 地域経営課長。 

○地域経営課長（坂田 誠君） 現在問題ないと考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 閑田議員。 

○３番（閑田大祐君） ありがとうございます。 

 今ここにおられる方でも兼業といいますか、ちょっと家で畑をやっている方とかもいら

っしゃいますし、専業で農家をやっておられる方もおられますし、そういった中で町民、

まちの中の農家の方が不利益をこうむるようなことがない、改正が決まったとしてもその

ようになることはないと。その上において、優良品種の流出というものを防いでいこうと

いうことですので、何ら問題ないということが確認できましたので、これで終わりたいと

思います。ありがとうございました。 
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○議長（信谷俊樹君） １回座って。 

 これで閑田大祐議員の一般質問を終わります。 

 次に、道林清隆議員の発言を許します。 

 道林議員。 

○１０番（道林清隆君） １問、質問をさせていただきます。 

 地球規模で拡散をした新型コロナウイルス感染、私たちの生活スタイルを根底から見直

さざるを得ない深刻な状況を生み出しております。我が国でも、緊急事態宣言が発動され

たことに伴って外出自粛を強いられるなど、経済活動にも深刻な影響が出ている中、国を

初め全国各地の自治体でも独自の緊急経済対策を打ち出している昨今であります。 

 その中で、国は４月３０日に設置した今年度の第１次補正予算で、日本に住民基本台帳

がある世帯主に対して、世帯員１人につき一律１０万円の特別定額給付金を支給すること

となりました。この給付金は、新型コロナウイルス感染症による経済的影響への緊急経済

対策の１施策として行われたもので、実際には収入が減らない人に対しましても受給を断

らない限り支給をされる制度であります。 

 そこで、大崎上島町が持続性のあるまちづくりを目指す上で、例えば次世代を担う人材

育成に役立てられる、基金がいいのかどうかはわかりませんが、基金口座でもあれば、要

するにそういった受け入れの窓口があれば、このたびの特別定額給付金の一部でも出宝し

ていただけるのではないかという期待を込めるものであります。 

 当町は、教育の島として学校教育、社会教育の充実を図っておりますが、まちの将来を

担う子供たちが健全に育ってこそ地域が存続し続けられると思います。 

 このたびのコロナ感染問題を契機に、今現在だけではなく、将来の活力あるまちづくり

のために、個人でも気軽に参画できる、そういった基金口座等の窓口が開設できないもの

かどうか。 

 新型コロナ感染拡大で、国家財政も危機的状況が見込まれております。複合災害も懸念

されます。テレワークの普及で都市から地方への移住希望者の増加等々、今こそ当町の魅

力を発信する絶好の機会でもあり、そのためには町民の心模様が大切であることから、町

民の意識喚起も必要であると考えます。現時点での町長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） 道林議員の質問にお答えさせていただきます。 

 道林議員のおっしゃるように、本町では教育によるまちの活性化を目的に多様な人材を
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育てる教育の島づくり推進のため、各種教育機関等との連携のもと、学校教育、社会教育

等の充実及び各種施策の展開を図っているところです。 

 道林議員の言われる、まちの将来を担う子供たちが健全に育ってこそ地域、まちが存在

し続けられると思うがとの意見につきましては、まちも同じ考えでございまして、関連施

策の持続的実施に必要な財源の確保を図ることは重要な課題であると考えております。 

 質問の、今だけではなく将来の活力あるまちづくりのために個人でも気軽に参画できる

基金口座が開設できないかということにつきましては、基金口座を開設することは可能で

あると考えておりますけれども、特定目的の口座を開設し、賛同者等に寄附を募る方法に

つきましては、一部の事業を除き昨今の例では地震、津波や豪雨等の大災害からの復興、

また今回の新型コロナウイルス感染症対策に要する経費等、緊急かつ使途を限定し寄附を

募る場合に用いられることが多いのではないかと思っております。 

 また、特定目的の口座への寄附は、寄附者の税制上のメリットは、ふるさと納税と相違

はないものの、ふるさと納税のように町外からの寄附者にとっては、返礼品の贈呈等を伴

わないことから、本町へのふるさと納税による寄附者の動向等から鑑みまして、基金口座

開設によるメリットが見込まれにくいのではないかと思っております。 

 このため、新たな基金口座の創設はせず、設置目的が同趣旨である既存のふるさとづく

り基金の活用により対応したいと考えております。本町を支援してくださる方々には、町

ホームページのトップページ上で寄附喚起のための活力あるまちづくりの応援、支援依頼

を強調するなどし、そこから町の施策を説明するページへ、またそこからふるさと納税の

ページへ導いていくというようなホームページ上の仕組みの充実を検討し、本町の魅力や

施策等について情報発信し、寄附を募ってまいりたいと考えております。 

 今後も、町内町外を問わず本町を支援してくださる方々に、寄附金の額、使途、成果等

についてわかりやすい説明をし、一人でも多くの本町を応援していただける方がふえるよ

うに、ふるさと納税制度の新たな活用について、他市町の先進事例を参考に検討を進めて

まいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 道林議員。 

○１０番（道林清隆君） ありがとうございます。 

 現在、基金も十五、六の基金をまちで持っておりますが、ふるさとづくり基金、この基

金の内容にしても、ふるさと納税というのは意識的に町民の方が、返礼品もないというこ
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ともあるんですが、ふるさと納税の意識、納税に対する意識が積極姿勢でなくて義務とし

ての税という捉え方をしてる方が結構いらっしゃるんじゃないかと。 

 ふるさと納税というのは、このまちから離れて町外で暮らす方の気持ちとしたらふるさ

とへの納税というのは積極姿勢で対応されると思うんですが、なかなか町民の方がちょっ

とした気持ちを、将来への投資をしたいといっても、意識の上で、私が先ほど申し上げま

した、やっぱり心の問題だろうと思うんです。額の多少でなくて、今大事なのは今現在の

要求型ばかりではなくて将来への投資というものをもっと身近に町民の人に考えていただ

ける、そういった機会。 

 先ほど副町長が申されました、積極的に町広報あるいはホームページで呼びかけるんだ

という姿勢は大変私も歓迎したいと思いますし、町民の方のそういった心模様をぜひ大切

にしていただきたい。今回の特別定額給付金にしても、ある町民の方から窓口があったら

いいのになというような意見も現実に私伺っております。今現在、そういったことを広く

啓発してなかったので、直接結びつくことはないと思うんですが、まちも対外的に教育の

島として広くアピールしているわけですから、住民の意識も将来に向けての人材育成とい

うことを少し視点を持ち合わせたらなということで、今回提案をさせていただきました。 

 町民の意識喚起ということで、現在の基金があってもなかなかその詳細について、基金

の使途を町民一人一人がこれを分解してどういう施策につながってるかというのをなかな

か考えにくいんが現実ではないかと思うんです。ですから、一人一人が参画できる窓口と

いうものを、今後あらゆる広報手段を講じて広めていただければというふうに思います。 

 再度、町長のお考えを伺います。 

○議長（信谷俊樹君） 町長。 

○町長（高田幸典君） 広島県でも新型コロナ対策の基金を設けたということですけど

も、これについては総務局長から私のほうへ直接電話があって、こういう基金を設けてく

れたらそこへ寄附したいんだけど、その受け口をつくってくれという声があったんだと、

そこへ受けたら、県民からあったら大崎上島町にも影響があるんだと、よろしいですかと

いう電話があったんです。私は、それはいいんじゃないですかっていうふうにお答えをさ

せてもらいましたけども、今お聞きすると町民の中でもそういった受け口があれば、自分

が思うところに入れたいという方がいらっしゃるという、そういう気持ちは大事にしなき

ゃならんのかなあというふうに思いますし、広島県でしたか、尾道市でしたか、基金のあ

りようはそういう新たに設けた口座に寄附することと、ふるさと納税を通じてやることと
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２つありますよっていうのを提示しておったというふうなところもありました。ちゃんと

そういう広報をしていると。それはすばらしいことだなあと。どちらでもできるんですよ

と。 

 町民もふるさと納税できるわけですけど、さっき言ったように返礼品は町民の場合はな

いんです。ですから、一般の口座を設けたところと同じ感じになるのかなあという気はし

ますけども、どういう形がいいのか、町民もそういう気持ちを持っておられる方があると

いうことになれば、そういう意思を大切にしていくというのも大事なことかなというふう

に思っているところです。 

 ことしからふるさと納税のことについても、今までは５つぐらいの項目を分けて、ちょ

っと抽象的な表現で福祉の充実であるとか、実際には何に充てられるんかよくわからんよ

うな項目があったんです。今事務のほうの担当でやってるのは、私もちょっと指示したん

ですけど、それぞれの地域で祭りで花火をやってると、これに対しての寄附っていうのも

明確にして出したらどうかということで、そういう準備も進めてるんです。そういったと

ころで、まだ担当の事務のほうからいうたら抽象的なこういう部門というのがあるんで、

それもっとこれに使われるんだというような、ちょっとはっきりした意思が伝わるような

ふるさと納税の受け方というのも今検討をしているということですので、道林議員さんが

おっしゃられるようなそういう口座についてもしっかり検討していきたいと思います。 

○議長（信谷俊樹君） 道林議員。 

○１０番（道林清隆君） ありがとうございます。 

 国家予算も非常に厳しくなってくるだろうと勝手に思ってるんですが、東日本大震災に

始まって、その後の台風、あるいは豪雨災害、そして今回のようなコロナ禍中に入ってし

まって豪雨災害も大いに心配されます。これから、さきの３月議会でも申し上げました

が、潤沢な予算が回ってくるというのは非常に厳しいかなと。町長を初め執行部の皆さ

ん、国、県に対してより有利な財源確保に奔走していただければ、ぜひしていただきたい

んですが、それにしてもこれから先のことを考えると、町民の意識というものを官民相携

えてポジティブに将来が見通せる、そういった基盤づくりというものをぜひともこれから

展開をしていただきたいというふうに思います。 

 答弁は結構でありますので、私は以上で終わります。 

○議長（信谷俊樹君） これで道林清隆議員の一般質問を終わります。 

 次に、森若 巌議員の発言を許します。 
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 森若議員。 

○６番（森若 巌君） 本日は、３点ほど質問させていただきます。 

 まず１点目、木江、岩白消防屯所トイレ増築工事について。 

 この工事は、平成３１年度当初１３平米で、事業費６０７万２，０００円で、設計料、

管理費を含んで９０万２，０００円でコンサルタント、多分ＫＫさんが概算の見積もりを

し、令和元年９月２４日、公表予定価格５５５万円で入札を執行しておりますが、まずど

なたがこの予定価格を設定したのか伺いたいと。 

 次に、９社に案内を出し２社が応札し、５４８万８，０００円で落札していますが、私

の手元にある資料によりますと、増築面積は１３平米ではなく１．６平米と思いますが、

その返答は。 

 それと、どのような理由があって１３平米のトイレ増築が１．６平米のトイレ増築に変

更になったのかも伺いたい。 

 また、設計がＫＫさんになった理由と設計料、管理費含む９０万２，０００円で契約し

たのかも伺いたい。 

 この案件は、３１年３月議会において質問をしますと、西部建設事務所より許可をいた

だいたとの答弁でありましたが、どのような手順を踏んだのかも伺いたい。 

 また、既存の建物にわずか１．６平米の尾垂を出しただけのトイレ増築工事に何して２

４枚もの図面が要るのかも、これも伺いたい。 

 また、この図面の仕様書の中には、意味不明なところがたくさんあります。コンクリー

ト基礎打設０．５立米、コンクリート土間打設０．４立米とありますが、どちらもコンク

リートポンプ圧送とありますが、できると思いますか。これも伺いたい。 

 それと、木工事の数量はほとんど違います。わずか１．６平米のトイレ増築をする工事

にこのような仕様書しかできないコンサルタントさんが、令和２年度も多くの工事の概算

見積書を作成しておりますが、２年度も多分多くの工事を設計、随意契約すると思います

から指摘するのであって、もしまたこのような変な仕様書しか出せないようでしたら、随

意契約を考えてみる必要があるのではないかと私は思いますので、ご返答をお願いいたし

ます。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 森若議員の質問にお答えします。 

 質問１点目の、誰が予定価格を設定したのかにつきましては、本件については町長が予
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定価格を設定しております。 

 質問２点目の、増築面積は１３平米ではなく１．６平米と思うがにつきましては、森若

議員のおっしゃるとおり、増築面積は１．６平米です。当初予算の説明時に誤って施工面

積を記載しておりましたので、おわびし訂正させていただきます。 

 質問３点目の、どのような理由で１３平米の増築面積が１．６平米の増築面積に変更に

なったかにつきましては、先ほど申しましたとおり、説明時の誤りでありまして、計画当

初から増築面積は１．６平米です。 

 質問４点目の、設計がＫ構造になった理由と、管理費を含む設計料９０万２，０００円

で契約した理由につきましては、選定業者３社によります見積入札を実施した結果、最低

価格見積業者の株式会社Ｋ構造研究所と契約を締結したものです。 

 質問５点目の、平成３１年３月議会での質問に対し、西部建設事務所より許可をいただ

いたとの答弁だったが、どのような手順を踏んだのかにつきましては、施工箇所は急傾斜

地危険区域内ですので、西部建設事務所東広島支所管理課へ急傾斜地危険区域内における

制限行為の許可申請を、令和元年１１月１８日付で提出し、令和元年１２月６日付で許可

を得ております。 

 質問６点目の、現在の建物にわずか１．６平米の尾垂を出したトイレ増築工事に２４枚

の図面が必要と思うかにつきましては、増築面積は１．６平米ですが、通常の改修工事等

と同等の工種があること、下水道処理区域外のため、合併処理浄化槽を設置する必要があ

ることなどから、施工するに当たり特記仕様書を含めて建築改修工事１３枚、電気設備工

事３枚、機械設備工事８枚の計２４枚の図面等が必要になったと認識しております。 

 質問７点目の、図面の仕様書の中に意味不明な箇所があり、コンクリート基礎打設０．

５立米、コンクリート土間打設０．４立米とあるが、どちらもコンクリートポンプ圧送と

あるができると思うかにつきましては、設計では現場の施工条件等を考慮し、コンクリー

トポンプ圧送を選択しております。 

 質問８点目の、随意契約を考えてみる必要があると思うがにつきましては、随意契約に

おける業者選定につきましては、本町において業務実績がある業者を選定し、予定価格の

範囲内で最低見積価格提出業者と契約を締結することとしております。今後も、業者より

提出された仕様書等により、一層の確認を徹底いたします。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 
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○６番（森若 巌君） １点目につきましては、最初のあれが間違っていたと。１３平米

じゃなく、はなから１．６平米で計画しておりましたということが答弁でありましたが、

それでしたらそのときに議員さんに対しては説明するべきじゃないの、途中で変わったん

じゃったら。こうこうこうなんですよと、最初は１３平米で、要するに６０７万円ほど見

とりましたけど、私たちのミスで実は１３平米ではなくて１．６平米ですと言うんでした

ら、その説明があってしかるべきじゃない。自分がここでこうして質問したから初めて課

長が答えたんだろう、そうじゃないか。そりゃあ、物すごく不親切だと思うぞ、わしは。

違うか、わしのどこかおかしいとこがあるか。私はないと思うぞ。これはどうして私はし

つこく聞くかというたら、あのときに１３平米でもぶち高いと思うたんだ。６０７万円も

かかるんだから。それがわずか１．６になったらまだ高いじゃない、びっくりするぞ、課

長これ。 

 そして、今いよいよ聞いたらまことしやかに言うたけど、今言うように、俗に言うどの

ような手順を踏んだかというたら、今自分は西部建設事務所で許可をいただいたと言うた

じゃろ。わし、性格が悪いんよ。ここへ電話したんよ。多分、建設課長は知っとると思い

ます。そしたら、そのときにどう言われたかと言うたら、こういうところに建物、構築物

をするときには、まず申請書と図面を出していただきますと。それを出していただいたも

のをうちのほうで精査しますと。精査して、許可が出れば工事にかかれますと言われまし

た。多分、申請書はないと思いますから、申請をおたくは出してない、申請書の写しがあ

るか、写しはないじゃろう、当然。ほやけ、申請も多分してないと思う。多分、電話で済

ませたんじゃと思う。そうじゃなかったら、向こうから返っとる許可があるか、西部建設

事務所から。それもないじゃろうと思うで。申請自体してなかったら許可がおりてこんの

だから。多分、自分らは役場だから、今言うようにこうこうでここへ電話して、これこれ

こういうものをしたいんですけど、どうですかねえと言うたらいいですよ言うて口約束で

じゃないのか。違うか。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） 森若議員がおっしゃられてる今の制限行為の許可につきまして

は、平成３１年３月議会の時点での話をされているのだと思いますけれども、そのときの

回答では消防屯所の増築は当然制限行為があるので、建築事務所のほうに許可が必要です

かという質問をさせていただいたら、当然必要です。こういうものをつくりたいんだとい

うふうに伺ったら、許可に該当する案件だと思うので、設計ができた段階で申請をしてく
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ださいということでしたので、先ほど課長が申しましたように、１１月１８日で正規の申

請書を提出して許可をいただいたということです。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） 申請書を出して許可をいただいたということは、許可は役場へ返

ってきとるなあ、当然。それはまた後、確認のために見せてくれえな、はい。 

 それと、この今見ました図面が、結局２４枚というたら、何枚があれがこれが言われま

した。そのときに、普通設計料というものは大体自分たちは事業費の何％ぐらいじゃと思

うとるか。それをちょっと教えてくれんか。わからないか。わかる範囲でいいんじゃが。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 申しわけございません。何％かというものについては、

把握しておりません。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） 普通、この設計料というものは大体今まで自分がこういういろん

な世話をさせていただくおかげでいろんな人に尋ねました。そうすると、大体設計料は事

業費の８％から１３％ぐらいが妥当なんですと、それは答えをいただきました。その答え

をいただいた段階で、私がここに手元にあった図面で見て、うちの白水の集会所と長島の

集会所と岩白のポンプの分の図面を皆精査しました。そうすると、うちの分が図面が１１

枚、長島も１１枚、言よったように岩白は２４枚あります。そして、その事業費のパーセ

ンテージが、岩白のポンプのとこが２４枚あるのに、パーセンテージでいうたら事業費の

１６．５％なんです。長島は１１枚しかないのに４２％なんです、事業費の、設計料がパ

ーセンテージであらわしたら。ＫＫさん一社がこさえて、こんなことになると思うか、な

らんぞ、誰が考えても。業者が違ったんなら、わしも何も言わん。同一業者がこさえて、

これだけ事業費の、要するに設計料に対するパーセンテージが違うということが摩訶不思

議な。意地が悪いなあ、わしも。どう思う、課長。わからんかったら、後でまた答えもろ

うたらええけん。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） おっしゃる設計料につきましては、岩白のところにつき

ましては、先ほども申しましたとおり下水道とか電気設備工事とか機械設備工事とか工種

が多々でございます。白水等につきましては、建築の改修工事のみだったと記憶しており

ますが、その工事工事によりまして設計の工種についてはさまざまあると思いますので、



- 53 - 

設計料について幅があるものと考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） わしが言うのは、言よったように、設計図面が１１枚しかないの

が４２％で、２４枚もあるんが１７％、そういうことが考えられるか、そこをわしが聞き

よんよ。同じ業者がやって、ＫＫさんが同じ図面をこさえて、そういうことが考えられま

すか。２４枚のほうが、そりゃ４０何％あるというんなら私も理解はできる。そっちのほ

うは１０何％で、１１枚のほうが４２％だからおかしいんじゃないんですかいうて聞きよ

る。そこのところをしつこうに。わからんのじゃったら、わからん言うてくれたらええけ

ん。そうせんと時間がないけん。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） おっしゃることはわかりますけども、設計料については

図面の枚数がイコール金額ではないと考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） それじゃあ、ＫＫさんを委員会ではなくて何でもいいから一遍呼

んでもらえるかな。そこではっきり自分が彼に聞いてみるけん、ＫＫさんに。そのほうが

答えはすっきり出てくるじゃろう。そうせんことにゃ、いつまでたってもまともな答えが

返ってこんと思う。そりゃもうええ、ほんなら。 

 そして、さっき言よったように、わしがポンプで圧送できるか言よったじゃろ。できる

はずないんだよ。わし見たんじゃけ、現場で。ほたら、元請は栄山さんじゃ。仕事したの

は小川工務店がした。小川工務店が仕事しよった。栄山さんが元請で。見に行ったんじゃ

け、わし自分のこの目で確かめに。そのときには、生コンは一輪車で運びよった。ポンプ

圧送は０．５や０．４はできんのんよ、したら全部筒の中へ残るんよ、常識的に考えた

ら。 

 ほやけ、そういう図面が出たときに自分たちが見て、これはおかしいんじゃ、わしもど

うしておかしいかと言うたら、これが気にかかったけん見に行ったんよ。ここがなかった

ら、多分これ問題として上げてないと思う。じゃけん、もっと自分たちが性根入れて目を

通してみるだけのことはするんが筋じゃないのか。それが仕事を発注する側の責務じゃと

わしは思うけどなあ、違うかな、課長。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 設計段階におきましては、施工箇所は基準面――ミキサ
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ー車の高さでございますけれども――より高くて、コンクリート運搬を行うには高低差が

あります。この場合、コンクリートポンプ車、もしくはクレーン車での選択が考えられま

すが、現場は既存の建物があるため、設計ではコンクリートポンプ車による圧送を選択い

たしました。しかし、施工に当たりましては施工業者が人力による打設を、おっしゃられ

るとおりしていたため、精算時には人力打設による再積算をしまして、その結果コンクリ

ート打設経費が減額となりますけども、浄化槽を動かした影響で舗装等の面積が増になっ

ております。それと相殺しまして、契約金額に変更は生じておりません。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） 今、工事金額に変更はありませんと言われましたけど、はなから

今言うように１３か１．６か迷うた時点で、そのもろもろのことは全部わかっとったんじ

ゃから、そしたらわしがここで今言うように、この概算見積もりを６０７万２，０００円

か、これの内訳書と工事にかかったときの内訳書を出せえ言うたら出されんじゃろう。当

然、出しようがないじゃろう。最初、概算見積もりで６０７万２，０００円でＫＫさんが

こさえた分があるんじゃ、この６０７万２，０００円という数字を積み上げてくるために

は、内訳書がなかったら積み上げてこれんのだから、わしらこういう仕事しよんだからそ

れはわかるんだ。この６０７万２，０００円の内訳書を出せえ言うたら出されるか。ここ

に後になった分の内訳書はある、ここに。工事したときの内訳書はここにある。出されん

じゃろ、これと比べられたら困るぞ、要するに。 

 ほじゃけん、わしがいつも言うように、余り意味不明な答弁はするなというのはそこの

ことを言うんだ。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 概算の見積書の件でございますけれども、標準的な地形

等で出しておるもので、内訳書については出せるということです。 

○６番（森若 巌君） もう一遍言うて、何。 

○議長（信谷俊樹君） 出せる。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 出せると。 

○６番（森若 巌君） 出せる、はい。じゃあ、それ済いませんけど、あと許可の分とそ

の分とは、この議会が終わるまでに出しとってください、お願いします。 

 この件はこれで終わります。 
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 ２点目、入札のあり方について。 

 これも３月議会において、予定価格を公表し、最低制限価格未満、記載事項不備でなく

て落札率１００％の工事があると指摘しますと、応札額については業者の方が見積もった

価格等を勘案し額を決定したもので、たまたま応札した業者の金額が一致しただけとの答

弁でありましたが、私も性格が今さっき言いましたように大変悪いので、以前にも似たよ

うな工事があったと思い、資料を探しました。そうしますと、ありました。 

 向山団地１号棟外壁改修工事、平成２９年１１月１４日入札、公表予定価格１，７０７

万円で執行し、競争の利点が働いたのか、応札業者３社の金額は同一金額ではなく、１，

６７３万３，０００円でＯ社が落札しています。 

 次に、向山団地２号棟の改修工事も、平成３０年１１月９日入札、公表予定価格は２，

６９０万円で執行したところ、やはり３社が応札しましたが、このたびは競争入札の利点

が働かなかったのか、応札業者全てが予定公表価格より１万円減で応札し、やはりこれも

Ｏ社が落札しています。これもたまたまなのか、まず課長、伺いたい。 

 次に、入札に参加する業者が少ないために、何度も指摘しますが、競争入札の利点が生

かし切れてないので、これでは百害あって一利なしです。どうすれば競争入札の利点が生

かすことができるか検討してみる気があるかないか。あるかないかだけで結構です、伺い

たい。この２号棟改修工事応札が伏線になって、あの３号棟、令和元年９月２４日入札、

外壁改修工事の応札につながったと思わんか。これも落札業者はＯ社なんであります。ま

た、予定価格を公表した事業に応札しようとする業者は、入札する前に準備するものがあ

ると思いますが、あるかないかでこれも答えていただきたい。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） 森若議員の質問にお答えいたします。 

 質問１点目の、向山団地２号棟外壁改修工事について、応札業者３社全てが予定価格よ

り１万円減で応札しＯ社が落札しているが、これもたまたまなのかということにつきまし

ては、入札時における応札額については、業者が見積もった公示価格と業者努力により対

応できる額等を勘案し額を決定し応札するものであり、町が指名競争入札を執行し、その

結果として応札額が同額であったというふうに理解しております。 

 また、向山団地１号棟外壁改修工事と向山団地２号棟外壁改修工事の受注者が同一業者

であることについては、向山団地２号棟外壁改修工事については最低応札額が同額の３社
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によるくじにより受注業者を決定しておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 ２点目の、競争入札の利点を生かすことのできることについて検討するのかということ

でございますが、今後の本町における入札契約の状況を注視するとともに、他自治体の状

況、動向も勘案しつつ、予定価格を事後公表に変更するなど必要に応じて制度の見直しを

検討したいと考えております。 

 ３点目の、２号棟外壁改修工事応札が伏線となって、３号棟外壁改修工事の応札につな

がったとは思わないかということでございますが、落札は同一業者であることについて

は、質問１点目と同様に応札業者が見積もった公示価格と業者努力により対応できる額と

を勘案し、応札した額が同額となり、３社によるくじにより受注業者を決定した結果、同

一業者が受注者になったと理解しております。 

 ４点目の、予定価格を公表した事業に応札しようとする業者は、入札前に何か準備する

ものがあるのかということにつきましては、入札書の投函とあわせて応札額の根拠となる

工事費内訳書の提出を義務づけております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） そうしますと、この１点目については、これもたまたまであった

とそういうことですの。 

○副町長（望月邦彦君） くじです。 

○６番（森若 巌君） ２号棟の改修工事についてもね、はい。 

 じゃあ、２番目の競争入札の利点を生かすためのことを検討してみる気があるかない

か、これはどうするん。ないのか、あるのか。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） 先ほど申しましたように、検討をするというふうに考えており

ます。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） では３点目の、今の予定価格を公表した入札については、今自分

が何か準備するのがありますかと言われましたら、今課長は何かあると言われましたけ

ど、これは課長、ここに役場が出したものがあるんじゃけど、これは平成２２年９月１７

日付で、予定価格の事前公表に伴う入札の実施についてという文書を役場からもらっとん

です。その中には、今言いましたように、予定価格を公表した分には、俗に言う内訳書と
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いうものを出さんにゃあ入札に応じられませんよということを、文言を書いとんじゃけ

ど、そうすると３号棟があったじゃない、分も３社の内訳書を出してくれえ言うたら内訳

書は出されますの、当然。 

 向山団地３号棟の外壁の改修工事があったじゃない。あれも予定価格を公表しとんだか

ら、そしたらその予定価格を公表しとるということは、応札しよう思いますと、この内訳

書を出さなんにゃあ入札に参加できんのだから、その３社が同じだけの金額になった内訳

書というものは総務企画課にあるわな、当然。ないのか。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） 入札が終わって契約締結後は、それぞれの担当する課のほうで

保存しております。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） ここにはそんなこと書いてないけど。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） それは、入札の段階に至るまでのことの通知でありますので、

入札終了後について、どの課で保存するっていうのは内部の事務規定ということになりま

す。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） じゃあ、俗に悪く考えれば、証拠は残らないということか。 

自分たかに内訳書がないということだろう。業者に返したということは、何も手元にない

んじゃろう。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） 入札の執行までは、今で言う総務企画課の行政係が担当してお

りますが、契約締結後はそれぞれの担当課が事業の管理等を行ってまいりますので、入札

にかかった様式も含めて担当課のほうが保存しております。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） じゃあ、この場合は担当課というたらどこになるん。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 

○副町長（望月邦彦君） この向山の住宅に関しては建設課になります。 

○６番（森若 巌君） 建設課ね、はいはい。ありがとうございます。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 
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○６番（森若 巌君） 今副町長が資料は建設課にあると言われましたので、恐れ入りま

すが建設課の課長さん、ありますか。 

○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 資料は保管しておりますので、あります。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） それでは、その内訳書も３号棟の分だけで結構ですから、今言う

このたびの議会が終わるまでに資料を準備して、私がいただきに参りますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（信谷俊樹君） 出せますか。 

 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 提出できるかどうか確認してからお答えさせていただき

ます。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） それじゃあ、隠すこと。わしらが資料を、自分が資料を請求した

ら真っ黒けののり弁が出てくるのと一緒か、課長。出すか出さんかわからんということな

ら、それじゃあ多分出さんよ、役場の答えは。前向きな答えが返ってこんもん。出すか出

さんか、善処します、検討しますと言うたら大概ペケです。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） そのもの自体が入札に係るものなので、金額内訳書に金

額が入ります。そのもの自体を出せるものなのか出せないものなのかを調べまして、出せ

るものであれば出しますという回答です。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） ほいじゃあ、いつまでに出せますか。年が明けるごろまでには出

てきますか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 出せる時期も早く、出せれるものであれば早急に出した

いとは考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） 前向きに考えていいですか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 
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○総務企画課長（山本秀樹君） 出せれるものならば出します。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） ほいじゃあ、いつまでいっても同じ答えですな、課長さん。この

件に関しましては。そういうことでしょ。朝までやっても自分が聞くことと課長が答える

ことは同じことじゃな、はい。余り期待せんこうに待ちます。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） それでは３点目、コンサルタント選任と契約方法について。 

 この件について、コンサルタントに委員会に出席をいただき、説明を求めようとしまし

たが、いかなる理由があるのか話が前に進みませんので、この際町民皆さんに契約方法と

コンサルタント選任について知っていただきたいと思い、この６月議会の一般質問に取り

上げましたと。 

 昨年度、当初予算書において建築関係の事業を計画し、コンサルタントに概算見積もり

をお願いしたと思いますが、昨年度の本設計の入札は、まず何件あったのか。 

 次に、その落札業者名は。 

 それと、その他の事業の設計はどのような契約方法をしたのか。 

 ４点目、その件数は。 

 ５点目、建築関係のコンサルタントの年間委託費は要るのか要らないのか。要る場合に

は、幾らなのか。 

 ６点目、コンサルタントの選任は誰がどのような基準で選ぶのか。 

 最後に、設計と監理業務とありますが、誰が何を監理するのかも伺いたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 質問１点目、２点目の、昨年度の建築関係事業設計業務

の入札件数でございますが、入札件数は２件で落札業者はいずれも株式会社Ｋ構造研究所

です。 

 次に、３点目、４点目の、建築関係事業設計業務におきます入札以外の契約方法につき

ましては、随意契約により契約を行っており、その件数は設計業務が８件、設計監理業務

が１件、監理業務が入札におけます設計業務受託者との契約５件を含めて計１０件の合計

１９件でございます。 

 ５点目の、建築関係のコンサルタントへの年間委託費につきましては、指名競争入札に
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係る委託費が７５２万４，０００円、随意契約に係る委託費が２，２９２万９，０００円

の計３，０４５万２，０００円です。 

 ６点目の、コンサルタントの選任は誰がどのような基準で選ぶかにつきましては、事業

担当課が入札参加資格の認定を受けた業者の中から、これまでの実績等を考慮して選定し

た後、町の建設工事等指名業者選定委員会に諮り決定しております。 

 ７点目の、監理業務では誰が何を監理するのかということにつきましては、監理業務を

受注した業者の建築士が、発注者にかわって工事の実施内容や品質を検査し、設計図書ど

おりに施工されているかなどを監理するものと考えております。 

 以上です。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） 落札業者がＫＫさんだという答えを今いただいたんですけど、こ

の方は概算見積もりをこさえた業者じゃないのか。普通そういう業者は本設計の入札には

案内を出さんのよ。まして、その方が落札するということは、わしにしたら大変不思議な

んよ。どうしてその概算見積もりをした人に本設計の入札案内を出して、その方が落札す

るように仕向けたのか。出した理由を教えてくれんか。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 出した理由というのは、概算で出して……。 

○６番（森若 巌君） 先に、もう一遍聞くか。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） 出した理由というのは、普通概算見積もりということは、極端な

ことはこの工事については１，０００円かかりますという答えを出した人には本設計の入

札へはちょっとご遠慮してくださいということを言うんよ。それはどうしてかというた

ら、おたくが出すときには１１社も出すことがあるんよ、設計入札の案内に。そのときに

は、この方がこさえとんじゃったら、ほかにまだ１０社おるんだから無理に出す必要ない

じゃろう。あえて出して、その方が落札というたら、その人にやらそうと思う意図が

丸々、丸見えのように自分は感じられるけん聞いたんよ。普通、本設計へは概算見積もり

した業者は出さんのよ。それをあんたらが出すということは、一般常識と大変かけ離れと

る。じゃけ、その理由を聞いたん。どして出したのかというて聞いたん。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 概算見積もりと実施の設計について、なぜ同じ業者に出
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したのかという質問だと思います。 

 本町の実績等を勘案しまして、また状況等を把握できとる業者を選んだ上で入札に指名

をしているものと考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） それじゃあ答えにならんじゃろ。設計業者が２社か３社かおらん

かって、そうしておたくが案内出すところが、それでしょうがないから今言うようにこの

方も、概算見積もりした業者も本設計の入札に入れたと言うんなら、わしも納得する。そ

うじゃない、１１社もある。 

 ほいで、極端なことを言うたら、このたびの沖浦の消防屯所があったじゃろ。あれも５

社か６社で入札したじゃろ、設計入札を。そのときに、今まではこのＫＫさんが入って入

札で負けた業者は全部外しとんよ。要するに、話が通じんけん外したんじゃなあんか、意

図的にわしが考えたら。ほして、後ろに資料があるけど、２８年度から本設計に入った全

部資料があるんじゃ、全部本設計の分にはＫＫさんには声をかけとる。ほいで、ほかの業

者には声をかけたりしてない。たまたま声をかけたときに、垂水の消防屯所は竹原の岡田

建築設計事務所に１６万円差でとられる。ほして、大崎の産業会館は中電技術コンサルタ

ントにとられる。東野大規模改修も中電技術コンサルタントにとられると。そうすると、

その他この２社はこのたびの沖浦の消防屯所の設計入札には案内を出してない。その出し

てない理由は何や、ほしたら。聞いてみるけど、課長。教えてくれえ。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 外した理由というのはございません。町の実績等を勘案

して選んだ業者の中に入ってなかったという、その業者を外したのではなく、選んだ業者

の中に入ってなかったという解釈です。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） ほいじゃあ、その選ぶ業者というものは、町に業者指名選定委員

会かなんか、そういう委員会みたいな会があるじゃろう。ないかなあ、副町長を頭にし

て。その方たちで選考したということじゃな。それは、じゃあ副町長と誰がおるんや、教

えてくれえや。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 会長は、おっしゃるとおり副町長です。その後に、常任

といいますか……。 
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○６番（森若 巌君） ５人おるじゃろ。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 常に入るのが、私と建設課長と地域経営課長、上下水道

課長が常に入るんですけどもその課以外が、例えば福祉課が何か発注した場合は、そこに

工事担当課として事業担当課の課長が出席します。なんで、常時は今言よった６人ですか

が……。 

○６番（森若 巌君） ５人な。 

○総務企画課長（山本秀樹君） ５人ですか。 

○６番（森若 巌君） 副町長を入れて５人だろう。 

○総務企画課長（山本秀樹君） ５人ですね、はい。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） 私が言うのは、言うように年間に２件しかない設計入札に、何し

てそこをそういうふるい分けをするのか聞きたいんよ。全部呼んでも１１社で。資料があ

るけど。それがたまたまこのたびが５社、言うように今さっきからくどいことを言うよう

なけど、ＫＫさんに都合の悪いところは声をかけてないけん、それはじゃあ副町長の責任

か、そうじゃないじゃろう。みんなで協議したんじゃろ。その協議した理由は、外した理

由というたら何やいうて言うとる、聞いたんよ。ほしたら、あんた町のもろもろの件と言

うたけど、そりゃあ理由にならんと思うぞ。出すんじゃったら公平に全部の設計業者に出

して土俵に上げるんが筋じゃと思う。そうすれば、設計費用も安く抑えられる。実際のと

ころぐっと落ちとる。今の２社が入った設計入札の場合には。半分とは言わんけど、それ

に近いぐらい落ちとる。 

 ほじゃけん、今言うように、なるたけあまたの方に参加してもらえ、その参加した人が

辞退したんならそりゃ仕方ないわ。辞退もせずに、土俵へも上げずにおって、ほじゃけん

わしの言うのに、げすの勘ぐりじゃないけど、嫌なことを言われるんだ。これからまだも

う、今年見たら２件か３件設計入札がある。その３月当初のときの予算書を見たら。その

ときにまたきょうおらばれて、また同じように４社か５社でやっとったら、それこそ今度

はもう一つおらぶぞ。年に何遍も公共土木のように何ぼもあるんなら構わん。そうでない

んじゃったら、一応みんなに案内出せや。 

 土木なんか見てみいや、猫もしゃくしも全部出しとるじゃろ。ほたら、都合の悪い人は

辞退、辞退って書いとるじゃろ。建設課長、そうじゃないか。建設課が土木工事で入札出

したら、都合の悪いひとは辞退、辞退って書いとるじゃろ。 
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○議長（信谷俊樹君） 建設課長。 

○建設課長（藤原通伸君） 会社の都合により辞退される業者も多数おります。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） 建設課の課長がそう言よんじゃけん、要するにこの設計入札の件

にしてでも、無理に数を絞る必要はさらさらないじゃろう。嫌じゃったら辞退するわ。ほ

んなら、わしも文句言わん、１つも。それを考えてみる気があるか、これもないか。前向

きか。この令和２年度も２つか３つあるはずじゃ。 

○議長（信谷俊樹君） 総務企画課長。 

○総務企画課長（山本秀樹君） 設計の業者数につきましては、工事の規模――工事とい

うたら本工事の規模ですけども――それに付随する設計の設計委託費、それに勘案して業

者数は、先ほど申しましたように選定委員会に諮って業者数も決定し、その業者について

も事業担当者から上がってきた業者を、妥当かどうか検討しながら決めてまいりたいと思

います。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） まだ時間は十分ある。 

○議長（信谷俊樹君） ないです。 

○６番（森若 巌君） もう何分ですか。 

○議長（信谷俊樹君） あと９分から１０分です。 

○６番（森若 巌君） 今、課長が言われましたけど、そうするとここの今言うその沖浦

の消防屯所なんかは案内出したんが車田さん、ＫＫさん、元廣さん、村田さん、長久屋さ

んとなっとる。ということは、上の４つは一級建築士だよ。一級建築士を持って事務所を

開いとる方なんで、これはつき合いがあるけえわかるんです。ほじゃが、下はこれ二級建

築士。今言うことは筋が合わんじゃろう。ほかの、今言うように岡田建築設計事務所やら

中電技術コンサルタントが一級建築士を持っとんよ。その方が外れて、何で二級の方々が

入るんや。説明できるか。 

 ほじゃけん、今言うようにこれからやる場合には１１社の方全部に入札案内を出せや。

出して、その方が辞退すりゃあそりゃ仕方ないわ。それもせんことには土俵へも上げても

らえんのじゃけんな、このほかの業者は。するかせんか、それだけでええわ、じゃったら

もう。 

○議長（信谷俊樹君） 副町長。 
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○副町長（望月邦彦君） 先ほど建設課長がお答えした土木工事の関係にいたしまして

は、建築もそうですが、町内業者の数が少ないものですから、全てを選定して、該当する

ものについては選定しておりますけれども、設計のコンサルタントの業務については資格

申請の提出があって、資格があると認められた会社の数が数百ございますので、全てを呼

ぶことはできません。 

 それから、先ほど申しました町内の設計業者の方については、木造建築の工事で資格の

範囲内でできると認められた工事については、可能な限り入札に指名するという方針であ

ります。先ほど申し上げましたように、土木工事、建築工事のほうでも他市町の例を参考

に検討すると申し上げましたので、コンサル業務についても他市町等の事例を参考にしな

がら、変えられるものは変えていきたいと考えております。 

○議長（信谷俊樹君） 森若議員。 

○６番（森若 巌君） どうも課長の答弁を黒でちょっと何したような感じで、なかなか

まともな答えじゃなかったですけど、今副町長がこうこう言われましたけん、今言います

ように次の設計入札を大変楽しみにしております。ありがとうございました。 

 これで質問を終わります。 

○議長（信谷俊樹君） これで森若 巌議員の一般質問を終わります。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 １０日も９時から開会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

            午後２時２３分 散会 

 

 


